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非
燎
邊
談
話

沼
井
鐵
太
郎

炭
の
配
給
が
悪
い
か
ら
こ
ん
な
標
題

に
し
た
講
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
元
よ

り
含
長
で
は
な
し
、
で
あ
つ
て
も
本
會

は
政
治
的
の
獨
裁
植
を
振
ふ
ボ
ス
の
機

闘
で
も
な
し
、
勿
論
三
選
の
世
を
謳
歌

す
る
事
で
も
な
し
、
と
い
つ
た
軽
口
で

非
の
字
を
冠
し
た
次
第
。
具
盤
的
に
い

へ
ば
、
ど
う
し
た
風
の
吹
き
廻
し
か
、

虎
ノ
門
の
會
合
に
再
々
顔
を
曝
す
や
う

に
な
つ
た
中
古
會
員
の
淡
々
た
る
辮
で

あ
る
。

先
づ
編
韓
幹
事
命
じ
て

「
本
年
度
の

事
業
」
或
ひ
は

「
日
本
山
岳
會
賞
」
に

就
い
て
愚
上
に
何
か
書
け
と
い
ふ
。
驚

い
た
も
の
で
、
此
の
間
會
報
に
何
か
書

き
ま
せ
う
と
は
答

へ
て
置
い
た
も
の
ゝ

含
務
に
開
し
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

は
つ
い
ぞ
知
ら
な
ん
だ
。
未
装
表
の
事

な
が
ら
、
含
務
に
今
度
正
式
に
有
給
の

事
務
措
常
者
と
し
て
主
事
と
い
ふ
職
員

を
置
い
て
、
芳
々
主
事
は
含
の
代
辮
者

と
し
や
う
と
い
ふ
案
が
あ
る
。
祗
国
法

人
と
な
つ
て
色
々
機
構
の
改
革
や
ら
業

・務
の
刷
新
や
ら
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
其
の
成
形
の
一
つ
の
案
と
い
ふ
の

で
あ
つ
て
、
愚
生
も
及
ば
す
乍
ら
定
款

細
則
の
思
案
検
討
に
頭
を
惜
ま
し
て
ゐ

る
者
の
一
人
だ
が
、
研
究
中
の
事
項
は

公
人
の
立
場
で
一
寸
言
ふ
課
に
行
か
な

い
。
よ
し
言
つ
て
も
代
辮
者
に
頼
ん
で

言
つ
て
も
ら
ふ
か
、
會
長
又
は
理
事
が

導
明
す
る
の
が
最
も
常
を
得
て
ゐ
る
と

思
ふ
。
只

一
會
員
と
し

て
の
嚢
言
植

は
、
折
角

「
含
員
の
革
」
欄
も
特
設
さ

れ
た
事
だ
か
ら
、
充
分
に
行
使
し
得
る

の
で
あ
る
。

借
て
其
虎
で
例
の
「
日
本
山
岳
含
賞
」

の
件
だ
が
、
此
は
本
會
の
虎
務
規
程
第

何
條
か
に

「
本
含

ハ
山
岳
ノ
研
究
・
研

究
的
登
山
等
登
山
界

二
寄
興
大
ナ
リ
シ

モ
ノ
ニ
封
シ

『
日
本
山
岳
會
賞
』
ヲ
交

付
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
、
本
賞
交
付
ノ

方
法
二
開
シ
テ
ハ
其
ノ
都
度
役
員
線
會

二
於
テ
之
ヲ
定
ム
」
と
し
て
置
き
た
い
。

勿
論
未
だ
私
案
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、

要
は
本
邦
登
山
界
の
標
準
を
揚
げ
本
會

の
研
究
的
指
導
精
神
を
装
揮
す
る
に
あ

る
の
で
、
よ
り
善
き
よ
り
大
な
る
山
岳

貢
献
の
奨
働
策
の
一
と
し
て
行
き
た
い

と
思
ふ
。
其
の
意
味
で
本
會
々
員
は
勿

論
優
先
的
に
選
ば
る
べ
き
で
あ
る
が
、

廣
く
本
邦

一
般
に
も
優
れ
た
る
登
山
探

険
の
貴
践
的
業
績
又
は
科
學
的
其
の
他

の
研
究
調
査
記
録
が
あ
ら
ば
、
其
れ
等

は
皆
授
賞
審
議
に
か
け
た
い
と
思
ふ
。

只
、
此
の
賞
が
毎
年

一
同

一
人
又
は
一

回
螢
の
も
の
か
、
年
を
決
め
す
に
本
統

に
優
秀
な
も
の
に
交
付
す
る
か
は
未
定

で
あ
る
が
、
愚
見
を
以
て
す
れ
ば
若
し

奨
勘
に
重
き
を
置
く
な
ら
ば
毎
年
や
つ

て
い
ヽ
も
の
と
思
ふ
。
た
と
ヽ
ぼ
偶
に

或
る
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
七
千
米
級
以
上
に

初
登
し
た
組
の
報
告
が

「
山
岳
」
に
掲

載
さ
れ
て
賞
を
も
ら
ふ
。
次
の
年
は
海

外
遠
征
こ
そ
無
か
つ
た
が
、
国
内
未
踏

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ク
ラ
イ
ム
を

幾
っ
か
連
績
し
て
完
成
し
た
學
校
山
岳

部
が
あ
つ
て
授
賞
の
榮
替
が
輝
く
。
又

次
の
年
は
登
山
の
賞
践
は
記
録
的
に
は

非
常
に
低
調
で
あ
つ
た
が
、
遠
征
登
山

の
装
備
に
開
し
理
論
研
究
並
に
国
内
山

岳
で
の
賞
瞼
調
査
の
精
細
員
摯
な
報
告

が
あ
つ
た
の
で
選
に
入
つ
た
。
又
次
の

年
は
特
定
地
域
の
登
山
史
的
地
誌
的
著

述
の
努
力
と
研
究
に
封
し
て
授
賞
と
定

め
た
。
又
次
の
年
は
外
地
の
登
山
業
績

も
相
常
な
も
の
で
あ
つ
た
が
、
夫
よ
り

も
雲
洞
の
科
學
的
研
究
と
技
術
の
公
開

が
是
認
さ
れ
て
其
の
方
面
の
研
究
者
群

が
入
賞
し
た
。
或
ひ
は
又
、
登
山
大
衆

の
指
導
に
預
つ
て
力
あ
つ
た
仁
供
的
山

小
屋
紅
誉
者
が
賞
さ
れ
る
年
が
あ
つ
て

も
い
ゝ
。
要
す
る
に
其
の
年
に
唯

一
つ

の
日
本
山
岳
含
賞
を
選
ボ
と
い
つ
た
方

が
面
白
い
し
、
又
励
み
に
な
る
事
と
考

へ
ら
れ
る
。

今
迄
言
ひ
忘
れ
て
ゐ
た
が
、
日
本
山

岳
含
賞
は
本
賞
の
外
に
副
賞
と
し
て
奨

働
金
を
添
え
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
奨

働
金
は
特
別
會
計
を
活
用
し
て
、
業
績

相
官
の
金
額
を
出
し
て
も
ら
ひ
た
い
と

思
つ
て
ゐ
る
。
何
も
未
だ
具
鎧
的
に
決

つ
た
方
法
は
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
含

員
諸
氏
を
通
じ
百
萬
人
の
名
論
卓
説
を

伺
ひ
た
い
と
存
す
る
。

倍
て
次
に
含
の
事
業
に
就
て
の
御
註

文
に
封
し
て
で
あ
る
が
、
そ
り
や
も
う

澤

山

な

私

見

思

ひ

付

が

あ

る
。

が

、

何

と

い

つ

て

も

大

切

な

事

は
含

の
常

事

者

と

し

て
有

言

貸

行

と

い

ふ

事

で

あ

る
。

山

小

屋

を

初

め

と

し

て
今

迄

色

々

の
計

書

や
事

業

の
試

み

が

行

は

れ

た

が

、

本

目

　

次
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非
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…

三

・
績
山
ス
キ
ー

…
…

…

…

堀

岡
　
清
…

五

・
山
の
名
、
山
の
地
名
（
五
）

…

…

自

馬

耕
…

セ

ｏ
事
務
所
便
り
…
…
‥
…
…
‥
‥
れ

◇
同
書
紹
介

・
含
員
通
信
…
…

〈

◇
含
員
の
肇
・
含
務
報
告
…
…
あ

◇
昭
和
十
六
年
度
豫
算
…
…
…
三

統
に
完
結
し
斯
界
の
信
頼
を
か
ち
得
た

も
の
が
、
出
版
事
業
以
外
果
し
て
幾
何

あ
り
や
。
出
版
事
業
開
係
に
し
て
も
昨

年
末
懸
案
の
登
山
年
譜
（
日
本
登
山
史
）

作
製
な
ど
ど
れ
丈
の
賃
行
可
能
性
が
あ

る
で
あ
ら
う
か
。
愚
固
々
々
し
て
ゐ
る

と
祀
国
法
人
設
立
記
念
な
ど
と
大
そ
れ

た
事
は
申
上
げ
ら
れ
な
く
な
る
。
取
越

1
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苦
勢
か
も
知
れ
な
い
が
、
愚
生
の
一
蔓

湾
登
山
史
編
纂
で
も
相
常
の
年
月
調
査

を
要
し
た
。
其
れ
も
編
輯
者
に
義
理
立

て
の
餘
り
疎
漏
た
る
を
兎
れ
ず
、
其
の

御
詫
び
に
迄

「
補
遺
・
正
誤
・索
引
」
を

仕
上
げ
る
べ
く
目
下
苦
心
の
鎧
た
ら
く

で
あ
る
。

全
日
本
の
登
山
年
譜
と
い
へ
ば
、
正

に
並
大
抵
の
仕
事
で
は
な
い
。
故
に
計

蓋
は
先
づ
祀
国
法
人
設
立
の
今
年
を
基

準
と
し
、
今
年
丈
で
や
れ
る
年
譜
資
料

の
蒐
録
検
討
整
理
分
類
と
既
往
分
の
夫

れ
と
に
分
け
て
、
今
年
分
は
必
ず
末
年

三
四
月
頃
に
は
纏
め
上
げ
て
も
ら
ひ
た

い
も
の
だ
。
之
に
就
て
第

一
に
す
る
仕

事
は
登
山
文
献
記
録
の
蒐
集
で
あ
る
。

其
の
篤
に
便
利
な
豫
備
行
動
は
せ
め
て

會
の
国
書
室
に
木
る
固
書

ｏ
諸
雑
誌
類

の
カ
ー
ド
に
依
る
記
事
抄
録
、
出
来
れ

ば
之
も
含
報
に
或
ひ
は
會
報
附
局
の
雑

印
刷
物
と
し
て
會
員
中
希
望
者
に
貴
費

を
以
て
頒
布
し
て
も
ら

い
た
い
も
の

だ
。　
一
般
山
岳
文
献
の
記
事
抄
録
及
紹

介
さ
へ
本
會
で
完
全
公
正
に
や
れ
ば
其

れ
丈
で
さ
へ
員
面
目
な
研
究
的
會
員
の

数
も
増
加
す
る
と
思
ふ
。
地
方
に
ゐ
る

會
員
の
篤
に
も
、
反
日
本
山
岳
會
臭
論

者
流
の
覺
醒
の
鶯
に
も
、
岳
聯
を
リ
ー

ド
す
る
仕
方
の
一
っ
と
し
て
も
、
比
較

的
少
し
の
努
力
で
維
績
出
来
る
仕
事
の

一
つ
だ
と
思
ふ
。

非
燿
邊
談
話
だ
か
ら
今
は
演
説
の
時

の
や
う
に
想
を
練
つ
で
し
や
べ
つ
て
ゐ

る
の
で
は
な
い
。
従
つ
て
愚
生
の
愚
説

と
い
ふ
に
批
語
は
轟
き
る
か
も
知
れ
な

い
。
其
れ
で
あ
つ
て
も
い
ゝ
。
然
し
山

と
會
を
熱
愛
す
る
者
に
と
つ
て
ゆ
る
が

せ
に
出
来
な
い
事
は
、
日
本
の
山
行
が

行
き
つ
ま
つ
た
と
い
ふ
事
と
日
本
山
岳

會
は
更
生
、せ

す
し
て
沈
滞
し
て
ゐ
る
と

自
罵
悪
評
の
有
り
得
る
紺
で
あ
る
。
之

を
是
正
し
善
き
に
壺
展
せ
し
め
る
方
策

の
一
つ
に
日
本
山
岳
會
賞
の
制
定
が
あ

り
、
又
有
言
貴
行
を
幹
部
諸
氏
に
張
い

る
所
以
で
あ
る
。

附
言
し
て
曰
く
、　
一
鎧
我
々
は
貴
行

必
至
と
い
ふ
事
と
試
験
研
究
時
代
と
い

ふ
事
と
を
ご
つ
ち
や
に
し
て
あ
せ
り
過

ぎ
て
は
居
な
い
だ
ら
う
か
。
岳
聯
の
問

題
に
し
て
も
其
の
精
神
結
合
は
論
す
る

迄
も
な
し
、
但
し
方
法
論
的
に
は
未
だ

枝
葉
末
節
を
決
め
ら
れ
ぬ
試
験
時
代
で

は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
會

の
一
般
の
仕
事
に
し
て
も
、
い
や
し
く

も
祗
園
法
人
と
な
つ
た
責
任
に
於
て
、

た
と
へ
ば
山
小
屋
や
山
岳
遭
難
救
助
機

開
築
の
如
き
幾
つ
か
の
未
決
事
項
は
一

應
見
を
つ
け
て
中
止
、
縫
績
、
研
究
中

の
態
度
を
知
然
と
す
べ
き
も
の
ゝ
や
う

に
思
ふ
。
そ
し
て
又
若
し
中
年
者
の
諄

経
病
み
を
卒
直
に
表
現
す
る
事
を
許
し

て
も
ら
ヽ
る
な
ら
ば
、
裁
々
役
員
は
単

な
る
名
の
み
の
役
で
あ
つ
て
は
な
ら
な

い
。
定
款
細
則
の
一
つ
に
徳
義
的
方
面

を
張
調
し
て
、「
役
員
ハ
會
員
中
ヨ
リ
選

奉
ス
ハ
推
奉
セ
ラ
ン
タ
ル
モ
ノ
ナ
ン
パ

恒

二
法
人
タ
ル
本
會
ノ
代
表
公
務
者
タ

ル
コ
ト
フ
自
責
シ
、
其
ノ
言
動
ヲ
惧
ム

ト
共
二
進
ン
デ
會
務

二
精
励
セ
ン
コ
ト

ニ
努
ム
ベ
ン
」
と
で
も
入
れ
た
い
と
思

ふ
次
第
で
あ
る
。

清

澄

の

裏

山

路

清
澄
は
房
総

一
番
の
山
で
あ
る
。
高

さ
僅
か
に
三
八
三
米
に
過
ぎ
な
い
が
、

多
く
の
山
丘
を
周
日
に
持
つ
て
ゐ
る
の

で
、
そ
の
間
を
歩
く
こ
と
は
仲
々
興
味

の
深
い
も
の
が
あ
る
。
第

一
に
山
を
歩

い
て
ゐ
て
も
、
滅
多
に
人
に
會
は
な
い

か
ら
山
の
氣
分
を
害
ふ
こ
と
は
な
い
。

第
二
に
相
営
の
樹
林
の
古
い
も
の
が
残

つ
て
ゐ
る
の
で
、
低
い
割
に
山
深
く
木

行

方

沼

東

た
と
い
ふ
喜
び
も
得
ら
れ
る
。
又
そ
の

樹
林
の
中
に
は
澤
山
の
小
鳥
が
、
棲
息

し
て
ゐ
る
の
で
よ
い
哺
澤
を
榮
し
む
こ

と
も
出
来
る
。
第
二
に
植
物
の
種
類
が

非
常
に
豊
富
で
、
殊
に
羊
歯
類
の
生
態

美
に
接
し
や
う
と
思
ふ
人
に
は
忘
れ
て

は
な
ら
ぬ
所
だ
と
い
ヽ
る
。

以
上
の
諸
鮎
を
満
し
て
呉
る
の
は
、

清
澄
山
で
も
特
に
そ
の
裏
山
歩
き
で
あ

ス
）
。

そ
こ
は
何
れ
も
小
櫃
川
養
老
川
の
水

源
を
な
し
主
と
し
て
固
有
林
と
帝
大
演

習
林
で
あ
る
故
、
林
道
、
里
道
は
四
方

に
通
じ
思
ふ
儘
に
歩
く

こ
と
が
出
来

る
。
澤
に
下
れ
ば
掬
す
べ
き
清
流
が
あ

り
、
林
下
を
行
け
ば
楚
々
た
る
羊
歯
類

の
群
落
を
見
る
。
低
山
の
う
ち
の
低
山

で
は
あ
る
が
、
味
到
し

て
失
望

し
な

い
。
範
山
線
の
範
山
瞬
と
、
小
湊
鐵
道

線
の
朝
生
原
騨
と
、
房
線
線
の
天
津
鮮

と
を
起
鮎
と
し
て
、
中
央
に
清
澄
山
を

置
き
こ
れ
ら
を
南
北
に
結

び

つ
け

る

と
、
左
の
山
路
が
出
来
る
。

（
イ
）

籠
山
騨
―
三
石
山
―
清
澄
山
―

天
津
騨

（
口
）

籠

山

騨

朝
生
原
騨

―
清
澄
山

黄
和
田
―
石
箪
山

（
ハ
）

籠
山
騨
―
折
木
澤
―
郷
蔓
畑
―

清
澄
山

（
二
）

朝
上
原
瞬
―
小
田
代
―
含
所
ド

航
綿
原
―
清
澄
山

（
ホ
）

朝
生
原
―
大
田
代
―
横
瀬
―
清

澄
山

（
イ
）
は
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
尾
根
通
し
ば

か
り
行
く
の
で
物
足
り
な
い
。
國
境
か

ら
先
清
澄
ま
で
は
平
几
で
憂
化
に
乏
し

い
。
（
口
）
も
主
に
尾
根
を
行
く
が
、
樅

栂
の
林
相
が
よ
く
、
路
の
憂
化
が
あ
っ

て
山
が
深
い
。
（
ハ
）
こ
れ
は
澤
歩
き
で

郷
墓
畑
か
ら
先
國
境
に
出
て
三
石
路
と

一
緒
に
な
る
。
（
二
）
は
養
老
川
に
滑
つ

て
水
源
へ
迪
る
も
の
で
、
橋
と
澤
を
渡

る
こ
と
が
多
く
、
静
か
な
漢
流
の
美
し

さ
を
堪
能
出
来
る
。
（
ホ
）
一
番
距
離
は

短
い
尾
根
の
路
。
こ
の
外
清
澄
か
ら
小

櫃
川
に
滑
つ
て
四
方
木
、
黄
和
田
を
経

て
籠
山
鮮
へ
の
立
派
な
縣
道
が
あ
る
。

こ
の
路
で
は
、
紅
葉
で
名
の
知
れ
た
自

岩
橋
附
近
と
、
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
崖

一

杯
に
喫
く
石
掌
山
の
雨
側
の
風
景
と
が

よ
い
。
以
上
の
ど
の
路
を
歩
い
て
も
、

心
ゆ
た
か
に
鳥
馨
を
開
き
、
草
木
を
探

り
な
が
ら
の
至
極
軽
い
一
日
の
山
族
で

あ
る
。
（陸
測
五
萬

「
大
多
喜
」
「
鳴
川
」

参
照
）
。

谷
川
岳
避
難
小
屋
報
告

前
々
競
に
中
間
報
告
を
い
た
し
ま
し
た

谷
川
岳
避
難
小
屋
の
其
の
後
の
建
設
漱

況
を
簡
単
に
御
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
小
屋
組
立
　
五
月
二
十
日
沼
田
町

に
於
て
行
ふ
。

二
、
材
料
運
搬
　
五
月
二
十
六
日
―
六

月
二
十
日

三
、
経
路
　
西
黒
澤
―
熊
穴
澤
―
天
紳

尾
根

四
、
組
立
　
エハ
月
二
十
五
日
―
六
月
二

十
日

五
、
土
木
工
事
　
六
月
二
十

一
日
―
七

月
五
日

（角
田
記
）

2
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ウ

ェ
ス
ト

ン
を

憶

ふ

（
一
八
六

一
―

一
九
四
〇
年
）

Ｔ
ｏ
Ａ
ｌ
フ
ム
ボ
／
ド

吉
　
阪
　
隆
　
正
　
課

日
本
ア
ル
プ
ス
の
父
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ

ェ
ス
ト
ン
輛
逝
い
て
早
や
一
年
、

今
更
に
光
陰
の
速
き
を
感
す
る
。
本
含
と
し
て
も
前
山
岳
編
輯
者
藤
島
敏
男
氏

は
、
「
山
岳
」
誌
上
に
ウ

ェ
ス
ト
ン
師
の
追
悼
文
を
掲
載
す
る
こ
と
に
多
大
の
蓋

力
を
さ
れ
た
が
、
不
幸
未
だ
貸
現
さ
れ
ざ
る
を
遺
憾
と
す
る
が
、
糞
は
出
来
る

だ
け
早
く
同
師
と
面
識
の
あ
つ
た
含
員
諸
氏
よ
り
の
御
寄
稿
を
望
む
次
第
で
あ

る
。
愛
に
吉
阪
君
を
煩
し
て
詳
出
し
た
の
は
最
近
の

Ａ
・Ｊ

（
一
九
四
〇
年
十

一
月
）
所
牧
の
追
悼
文
で
、
参
考
と
な
る
貼
が
抄
く
な
い
と
思
ふ
。
筒
「
山
岳
」

二
十
八
年
第
三
競
所
枚
の
黒
田
孝
雄
氏

「
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
の
杖
の
跡
」
も
こ
の

際
讀
み
か
へ
さ
れ
て
も
い
ヽ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
言
す
る
。
（編
者
）

そ
の
折
に
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
か
ら
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
に
登
つ
て
ゐ
る
。　
一
八
八
七

年
再
び
渡
り
、
ベ
ル
ニ
ー
ズ
・
オ
ー
バ

ー
ラ
ン
ド
に
初
め
て
接
し
て
ゐ
る
。
こ

の
年
に
、
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ア
イ

ガ
ー
を
攀
ぢ
、
今

一
度
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
に
登
り
、
ト
リ
フ
ト
ヨ
ッ
ホ
を
越
え

て
ゐ
る
。

一
八
八
八
年
（明
治
二
十
一
年
）
、
恐

ら
く
彼
は
生
涯
の
内
で
最
も
重
大
な
果

断
を
行
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
博
道
教
含

牧
師
會

（ρ

〓
ｏ
∽
）

か
ら
日
本
へ
宣

教
師
と
し
て
渡
つ
た
の
で
あ
る
。　
一
八

八
九
年
に
は
神
戸
の
英
國
教
會
牧
師
と

な
り
、　
一
八
九
四
年
ま
で
留
任
し
て
ゐ

た
が
、
思
ひ
通
り
の
國
に
木
た
事
を
喜

び
自
ら
も

「
八
分
の
七
は
山
で
あ
る
」

と
述
べ
て
ゐ
る
。

一
八
九
〇
年
に
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
第

一
回
の
富
士
登
山
を
行
ひ
、
久
い
で
一

八
九

一
年
に
は
Ｈ
・Ｗ
ｒ
ベ
ル
チ
ャ
ー
氏

と
浅
問
山
、
御
嶽
、
駒
ヶ
岳

（
木
曾
）

等
の
火
山
に
登
つ
て
ゐ
る
。　
一
八
九
二

年
に
は
初
め
て
乗
鞍
岳

の
西
面
を
攀

ぢ
、
槍
ケ
岳
の
第
二
同
登
頂
、
そ
し
て

欧
人
に
よ
る
赤
石
山
の
初
登
頂
を
な
し

て
ゐ
る
。
笠
岳
の
計
豊
は
土
地
の
人
の

反
封
で
中
止
さ
れ
た
。
笙

一
八
九
二
年

の
初
め
に
奮
交
の
Ｅ
ｏＦ
・
タ
ケ
ッ
ト
氏

の
推
薦
に
よ
り
又
日
本
で
知
り
合
つ
た

ダ
グ
ラ
ス
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ィ
イ
ル
ド

氏
の
支
持
に
よ
つ
て
英
國
山
岳
會
員
と

な
つ
た
。
．

一
八
九
二
年
か
ら
九
四
年

に
か
け

て
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
は
活
液
に
登
攀
を

行
つ
て
ゐ
て
、
毎
年
の
慣
し
の
様
に
な

つ
た
富
士
登
山

の
他
、
恵
那
山
に
登

り
、
針
の
木
峠
を
越
え
て
立
山
に
、
穂

高
岳
に
、
大
蓮
華
山
（
白
馬
嶽
）
に
登
つ

て
ゐ
る
。
笠
岳
も
再
び
拒
ま
れ
た
後
、

経
に
登
り
、
又
常
念
岳
、
御
嶽
を
も
訪

れ
、
後
者
で
は
頂
で
一
夜
を
明
し
て
ゐ

る
。
之
等
の
旅
行
の
結
果
は
王
立
地
學

協
含
で

「
日
本
ア
ル
プ
ス
の
探
険
」
な

る
報
告
と
な
り
、
英
國
山
岳
含

で
は

「
日
本
ア
ル
プ
ス
に
於
け
る
登
山
並
び

に
惇
読
」
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。
（ン

「
Ｌ

卜ヾ
０∞
頁
以
下
）

そ
れ
か
ら
暫
く
舞
芸
が
憂
つ
て
、　
一

年
間
倫
敦
港
の
船
員
の
惇
道
の
篤
に
副

牧
師
と
な
り
、　
一
八
九
七
年
に
は
ウ
ィ

ン
ブ
ル
ド
ン
の
ク
リ
ス
ト
教
會
を
預
つ

て
牧
師
補
と
な
つ
た
。
こ
ゝ
で
は
自
由

な
、
責
任
あ
る
牧
師
の
地
位
や
、
又
宙

時
の
ウ
ィ
ン
ブ
ノレ
ド
ン
の
人
逹
の
教
養

と
厚
過
を
大
い
に
活
用
し
て
、
幸
一鵬
な

五
ケ
年
を
過
し
た
。
休
暇
は
勿
論
ア
ル

プ
ス
で
過
さ
れ
、
七
月
頃
に
な
る
と
好

き
な
ベ
ル
ニ
ー
ズ
・
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド

に
出
か
け
て
は
主
要
な
峯
を
全
部
登
り

蓋
し
た
。
住
に
彼
の
手
を
逃
れ
た
の
は

シ
ュ
レ
ッ
ク
ホ
ル
ン
唯

一
峯
で
あ
る
。

こ
の
内
で
一
番
有
名
な
登
攀
は
、
恐
ら

く

一
八
九
七
年
、
Ｈ
ｏＳ
・
バ
ロ
ッ
ク
氏

と
、
他
に
無
能
な
玲
羊
狩
人
を
件
つ
て

雷
雨
の
中
を
ア
イ
ガ
ー
ヨ
ッ
ホ
越
え
を

し
た
時
で
あ
ら
う
。
グ
リ
ン
デ
ル
フ
ル

ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
氷
河
源
頭
の
氷
壁

を
下
つ
て
、
ベ
ー
レ
ッ
グ
小
屋
に
つ
い

た
の
は
午
前

一
時
で
あ

つ
た

（＞
』
・

Ю
いヽ
Ｎ
ＮＮ
頁
以
下
）
。
そ
の
他
の
登
攀
と
し

て
は
一
八
九
八
年
に
Ｈ
ｏＳ
ｏ
バ
ロ
ッ
ク

氏
及
び
Ｈ
・Ｊ
ｏ
ハ
ー
ド
氏
と
共
に
新
ル

ー
ト
を
と
つ
て
ア
レ
ッ
チ
ホ
ル
ン
の
縦

走
、　
一
八
九
九
年
に
Ｈ
ｅ
Ｓ
ｏ
バ
ロ
ッ
ク

氏
及
び
Ｔ
・
Ｇ
・
ロ
ン
グ
ス
タ
フ
氏
と
ヴ

ェ
ン
グ
ル
ン
ア
ル
プ
か
ら
メ
ン
ヒ
を
攀

じ
て
、
優
秀
な
氷
雲
技
術
を
見
せ
た
も

の
や
、　
一
九
〇
二
年

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
ョ

ッ
ホ
を
越
え
、
又
Ｈ
ｏＳ
・
バ
ロ
ッ
ク
氏

と
シ
ュ
マ
ド
リ
ヨ
ッ
ホ
に
、
Ｆ
ｏＷ
・ボ

ー
ル
ス
ト
ン
氏
と
東
北
稜
か
ら
ミ
ッ
テ

ル
ホ
ル
ン
ヘ
登
つ
た
の
な
ど
が
一拳
げ
ら

れ
る
。

一
九
〇
二
年
に
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
の

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
卿
の
令
嬢

フ
ラ
ン
セ
ス
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
嬢
と
の
婚

約
成
り
、
カ
ナ
ダ
、　
ロ
ッ
キ
ー
を
通
つ

て
日
本
へ
の
族
が
常
然

そ
れ

に
績
い

た
。
そ
れ
も
夫
人
が

女

子
山

岳
會

の
優
秀
な
含
員
で
あ
つ
て
、
全
く
夫
の

希
望
す
る
所
に
従
つ
て
行
つ
た
の
で
、

二
人
し
て
日
本
ア
ル
プ
ス
を
踏
査
し
、

今
度
は
甲
州
方
面
に
足
を
伸
し
た
。　
一

九
〇
三
年
か
ら
五
年
の
間
に
、
鳳
風
山

の
初
登
攀
を
両
も
最
後
の
部
分
は
単
獨

で
登
り
、
日
本
第
二
の
高
峯
、
甲
斐
ヶ

根

（北
岳
）
や
、
・夫
人
と
件
に
創
ケ
峯

を
又
妙
義
（岳
）
を
登
つ
て
ゐ
る
。
又
夫

ウ

ォ

ル

タ

ー

・
ウ

ェ
ス

ト

ン

（
ヨ

ュ
ー

ハ
①
【
ョ

ー

８

）

氏

は

ダ

ア

ビ

ー

の

マ
イ

ル

・
ア

シ

ュ

・

ハ
ウ

ス

の
ジ

ョ

ン

・
ウ

ェ
ス

ト

ン

の

子

と

し

て
、
　

一
八

六

一
年

の

ク

リ

ス

マ

ス

の

日

に

生

ま

れ

た

。

ダ

ア
ビ
ー
の
學
校
に
學
び
、
絡
生
ダ
ア
ビ

ー
州
の
人
と
し
て
、
そ
の
地
方
そ
の
出

身
校
や
、
又
妻
を
通
じ
て
フ
ィ
ッ
ツ
ハ

ァ
バ
ー
ツ

（コ
Ｓ

，
①３
ｏ詳
↓

な
る
ダ

ア
ビ
ー
の
古
い
家
系
の
一
つ
に
結
ば
れ

て
ゐ
た
が
、
彼
はヽ
張
く
そ
れ
等
の
扁
祗

を
望
ん
で
止
ま
な
か
つ
た
。
學
校
を
了

え
て
、
剣
橋

の
ク

シ
ア
ｏ
カ
レ
ッ
デ

に
赴
き

（
一
八
八
三
年
文
學

士
と
な

る
）
、
一
八
八
五
年

に
は
聖

職

を

得

て
、

セ
ン
ト

・
ジ

ョ
ー
ン
の
讀
會
の

牧

師

補

と

な
つ

た
。瑞

西
へ
の
第

一

同
旅
行
記
録
は
、

一
八
八
六
年
で
、

3
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人
同
件
で
は
八
ヶ
岳
を
横
断
し
、
第
六

同
日
の
富
士
登
山
に
も
連
立
つ
て
、
欧

洲
婦
人
と
し
て
富
士
の
初
登
攀
を
な
し

て
ゐ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
は

「
未
知
の

世
界
を
強
く
知
ら
う
と
す
る
」
探
険
家

の
慾
求
か
ら
、
彼
は
人
国
内
に
綱
を
用

ひ
て
五
五
〇
哄
も
下
つ
て
ゐ
る
。

一
九
〇
五
年
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
は
再
び

踊
郷
し
て
数
年
間
イ
ウ
ェ
ル
の
牧
師
を

勤
め
た
。
然
し
一
九

一
一
年
、
日
本
へ

の
憧
れ
は
再
び
堪
え
難

い
程
張
く
な

り
、
一臓
音
宣
布
協
含
の
下
に
四
年
間
横

濱
の
牧
師
と
な
つ
て
末
り
、
機
含
あ
る

毎
に
山
に
登
つ
た
。
こ
の
頃
漸
く
日
本

に
於
て
も
彼
が
奨
勘
し
た
登
山
が
相
宙

に
認
め
ら
れ
て
末
て
ゐ
た
。
日
本
の
登

山
の
祀
は
空
海
で
あ
る
と
彼
も
述
べ
て

ゐ
る
が
、
現
代
の
先
豊
者
は
何
と
い
つ

て
も
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏

で
あ
り
、
日
本
山
岳
含
も
氏
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

乃
ち
そ
の
業
績
に
封
し
て
日
本
山
岳
會

は
氏
を
最
初
の
名
替
含
員
に
選
ん
だ
の

で
あ
つ
て
、
こ
の
榮
替
に
氏
は
深
く
感

激
さ
れ
た
。

英
国
に
昴
つ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻

は
ケ
ン
シ
ン
ト
ン
に
落
ち
つ
き
、
氏
は

講
演
を
績
け
、
か
つ
て
の
船
員
の
億
道

に
も
開
心
を
持
ち
つ
ゞ
け
た
。
そ
れ
か

ら
よ
く
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
で
過
し
、
後

年
海
岸
を
掘
り
か
へ
し
て
は
、
こ
の
地

方
の
考
古
學
的
遺
物
や
海
鳥
の
研
究
に

も
進
ん
で
行
つ
た
。
大
戦
後
に
は
再
び

お
氣
に
入
り
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
を
訪

れ
、
オ
ー
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
ベ
ル
グ
、

キ
ー
ン
タ
ー
ル
や
ガ
ス
テ
ル
ン
タ
ー
ル

の
小
さ
な
宿
に
赴
い
て
ゐ
る
。

一
九

一
七
年
に
は
王
立
地
學
協
含
か

ら
バ
ッ
ク
ｏ
グ
ラ
ン
ト
の
賞
を
得
、
又

一
九

一
九
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
英

國
山
岳
含
の
委

員

と
し
て
働
か
れ

た
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
は
又
文

を

よ
く

し
、
日
本
で
は
そ
の
著
書
の
あ
る
も
の

を
古
典
と
見
倣
し
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。

りヽ
日〇
“口
〔ｐ】●ｏ①【い●
”
”●
魚
　
一口
Ｘ「
一〇Ｈ”
〓
０”

Ｆ

多
の
「
”鬱
‥
①∽ｏ
＞
ぼ
♂
【
∽
８

（邦
詳

あ
り
）
〕
弓
Ｆ
①
「
Ｆ
】
彎
８
巳

ｏ
ｒ
デ
①
『
”
【

Ｈ
”ＯＦ
ド
Φ
ド
∞
〕
＞

ノく
，
ヽ
「”
く
ｏ【
】”
Ｃ
●
１

Ｐ
ヨ
〓
〓
『，も，Ｐ
ド⑬Ю軟
等
が
そ
れ
で
、

又
一
九
二
二
年
に
モ
ナ
コ
に
開
か
れ
た

山
岳
含
議
の
篤
の
＞
ぼ
８
「Ｃ
ｏ●
ユ
リのり

が
あ
る
。
更
に
氏
の
文
章
は
ア
ル
パ
イ

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
ジ

ェ
オ
グ
ラ
フ
ィ

カ
ル
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
多
々
載
せ
ら
れ

て
ゐ
る
他
に
、
英
、
米
の
新
聞
に
も
よ

く
寄
稿
さ
れ
た
。

数
年
前
に
夫
人
を
失
は
れ
て
、
非
常

な
打
撃
を
う
け
ら
れ
た
が
、　
一
九
二
七

年
に
日
本
の
登
山
界
で
銅
製
の
氏
の
額

を
、
日
本
ア
ル
ナ

ス
の
景
勝
の
地
に
建

設
し
た
事
と
、
動
四
等
瑞
費
章
の
賠
興

の
御
沙
汰
が
あ
つ
た
の
で
、
高
齢
の
氏

は
大
い
に
元
気
を
恢
復
さ
れ
た
。
氏
の

最
後
の
瑞
西
行
は
、
昨
年

（
一
九
二
九

年
）
の
夏
で
、
戦
争
勃
装
の
篤

一
大
決

心
を
し
て
掃
國
せ
ら
れ
た
時
に
は
既
に

相
宙
衰
蒻
し
て
居
ら
れ
た
。

偶
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
に
逢
つ
た
の
で

は
、
氏
が
生
涯
を
片
日
で
過
さ
れ
た
と

は
誰
し
も
氣
付
か
な
い
。
全
く
遠
近
の

判
断
力
を
持
た
れ
な
い
氏
が
、
如
何
に

し
て
山
を
登
り
、
本
を
絡
い
て
熟
讀
し

研
究
さ
れ
た
か
、
又
何
虎
か
ハ
ー
デ
ィ

ー
の
筆
を
思
は
せ
る
様
な
流
暢
な
筆
で

も
の
を
書
か
れ
た
か
を
述
べ
る
事
は
難

し
い
。
確
か
に
、
氏
は
不
完
全
な
説
カ

を
補
ふ
様
な
オ
能
を
興
へ
ら
れ
て
ゐ
た

′の
で
あ
る
。
氏
の
指
が
岩
に
封
し
て
ね

ば
り
張
か
つ
た
様
に
、
氏
の
頭
も
、
心

も
亦
忍
耐
張
か
つ
た
。
併
し
そ
の
内
に

あ
つ
て
決
し
て
吝
音
な
所
は
な
く
、
却

つ
て
、
慈
悲
深
く
、
自
分
の
な
し
得
る

以
上
の
事
を
も
別
け
興
へ
る
と
い
ふ
風

で
あ
つ
た
。
例
へ
ば
ヤ
コ
ブ
・
マ
ニ
・

ラ
ウ
エ
ナ
ー
と
い
ふ
氏
が
特
に
目
を
か

け
ら
れ
た
山
案
内
人
の
家
族
に
封
し
て

は
、
頻
繁
に
、
そ
し
て
相
営
な
贈
物
を

し
て
ゐ
ら
オし
る
。
又
友
人
の
一
寸
し
た

技
能
に
封
し
て
も
、
そ
れ
を
認
め
育
て

る
に
吝
で
な
か
つ
た
。
氏
の
最
大
の
快

粘
と
も
云
ふ
べ
き
は
三
分
間
と
パ
イ
プ

を
日
か
ら
離
す
事
の
出
来
な
か
つ
た
こ

と
で
あ
ら
う
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
資
格
を
十
分
に
備

へ
て
居
ら
れ
た
。

身
盤
は
や
ゝ
小
さ
い
方
だ
つ
た
が
、
そ

の
頑
丈
さ
や
、
張
い
顔
貌
、
そ
し
て
一

方
が
茶
で
他
方
が
友
色
だ
つ
た
目
に
は

何
か
心
を
惹
く
も
の
が
あ
り
、
人
を
支

配
す
る
力
が
あ
つ
た
。
ネ
ル
ソ
ン
の
様

に
、
時
に
は
盲
の
目
に
望
遠
鏡
を
持
つ

て
行
く
様
な
事
も
さ
れ
た
。
そ
の
謄
力

は
坐
つ
た
も
の
で
、
あ
る
時
な
ど
は
感

違
ひ
か
ら
、
氷
の
斜
面
を
雲

と
思
つ

て
、
グ
リ
セ
ー
ド
で
辻
り
下
り
様
と
し

て
、
凹
凸
の
多
い
斜
面
に
倒
れ
ま
い
と

努
力
し
た
が
空
し
く
、
頭
か
ら
ひ
ど
い

韓
び
方
を
さ
れ
た
事
が
あ
つ
た
。
そ
れ

か
ら
家
ま
で
は
相
常
な
努
力
を
要
し
た

の
に
、
ホ
テ
ル
の
食
卓
に
つ
か
れ
て
、

い
つ
も
の
様
に
槃
し
さ
う
に
ュ
ー
モ
ア

を
飛
ば
さ
れ
た
に
は
驚

い
た
。
辛
い
時

に
は
又
パ
レ
ー
な
ど
よ
り
も
以
上
に
張

く
キ
リ
ス
ト
教
信
者
た
る
事
を
示
さ
れ

た
。
日
本
で
の
事
責
と
し
て
氏
の
説
教

に
は
説
得
さ
れ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
か
つ

た
と
い
ふ
事
も
あ
る
。
こ
れ
等
が
氏
に

感
動
さ
せ
る
力
を
持
た
せ
、
こ
れ
に
話

術
の
巧
み
さ
や
、　
ュ
ー
モ
ア
と
相
候
つ

て
氏
の
大
準
の
科
外
講
義
や
、
ギ
ル
ク

リ
ス
ト
教
育
含
で
の
講
師
と
し
て
人
気

を
拍
し
た
の
で
あ
つ
た
。

高
山
の
花
や
、
山
の
景
を
も
深
く
愛

さ
れ
た
所
に
、
氏
の
美
を
解
さ
れ
る
心

が
認
め
ら
れ
る
。
日
本
の
几
て
と
同
時

に
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
は
日
本
の
藝
術
を

愛
好
さ
れ
た
。
そ
し
て
版
蓋
の
外
に
夫

妻
で
掛
物
を
相
常
に
蒐
め
ら
れ
、
英
國

山
岳
含

へ
も
富
士
山
の
一
幅
を
寄
購
さ

れ
た
。

友
情
も
亦
深
く
、
い
っ
ま
で
も
憂
ら

ぬ
も
の
が
あ
つ
た
。
人
の
気
を
察
す
る

事
速
く
、
喜
び
を
求
め
榮
し
ま
れ
た
氏

は
非
常
に
気
持
の
よ
い
道
連
れ
で
も
あ

つ
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
氏
は
、
私
に
と
つ

て
、
若
い
頃
に
山
へ
の
指
導
を
し
て
下

さ
つ
た
方
で
あ
り
、
氏
と
共
に
初
め
て

の
ガ
イ
ド
レ
ス
登
山
を
し
た
の
で
も
あ

つ
た
。
そ
の
登
攀
に
は
何
も
な
か
つ
た

が
、
又
几
て
を
含
ん
で
ゐ
た
と
も
云
ヘ

や
う
。
高
原
や
氷
河
の
流
に
長
い
暑
い

日

　

書

　

室

開

室

時

間

月
水
全

人
木
土

日
曜
、
祭
日
、
閉
室

精
々
御
末
室
の
程
希
望
い
た

し
ま
す
。

行
程
を
辿
り
、
豚
小
屋
の
様
な
所
に
一

夜
を
明
し
、
岩
と
氷
と
同
つ
て
そ
れ
に

う
ち
勝
ち
、
下
山
し
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
様
な
事
は
七
月
毎
に
我
々
同
士
の

多
く
が
紅
瞼
す
る
事
で
あ
る
が
、
ウ
ェ

ス
ト
ン
氏
な
し
に
は
あ
の
時
程
雲
を
自

く
花
を
販
や
か
に
、
又
野
生
の
苺
と
ミ

ル
ク
を
甘
く
は
感
じ
な
か
つ
た
で
あ
ら

う
。

正
午
―
午
後
八
時

正
午
―
午
後
五
時

4
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山

ス
　
キ

ー

ー
三
浦
敬
三
著

「
雪
質
と
ク
リ

ス
チ
ャ
ニ
ヤ
」
を
讀
み
て
―

堀

岡

　

清

前
競
で
私
の
述
べ
た
事
は
、
山
ス
キ

ー
指
導
法
の
確
立
と
言
ふ
事

で
あ

っ

た
。
そ
の
原
稿
が
未
だ
活
字
に
な
ら
ぬ

中
に
、
此
の
問
題
と
員
向
か
ら
取
組
ん

だ
良
書
が
出
た
。
こ
れ
が

「
彗
質
と
ク

リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
」
で
あ
る
。

本
書
は
シ
ー
ズ
ン
・
オ
フ
の
四
月
出

版
と
い
ふ
異
色
に
相
常
す
る
程
、
そ
の

内
容
も
従
来
の
教
科
書
と
異

つ
て
ゐ

る
。
内
容
は
二
っ
の
部
分
か
ら
成
り
、

第

一
部
は
、
萬
能
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
の

稿
あ
る
ス
テ
ム
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
の
基

本
的
説
明
で
あ
り
、
第
二
部
は
、
山
地

に
於
け
る
そ
の
應
用
を
述

べ
た
も

の

で
、
仝
巻
悉
く
ス
テ
ム
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ

ヤ
に
絡
始
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

著
者
の
持
つ
廻
韓
理
論
を
要
約
す
れ

ば
、
上
性
は
常
に
ス
キ
ー
よ
り
先
に
廻

韓
の
方
向
に
向
け
て
捻
ら
れ
、
こ
の
捻

り
が
足
を
通
じ
て
ス
キ
ー
を
廻
韓
さ
せ

る
力
と
な
る
も
の
で
あ
り

（
三
三
頁
四

一
頁
）、
盤
重
を
掛
け
ら
れ
た
外
足
は

力
張
く
弾
力
的
に
廻
韓
を
リ
ー
ド
す
べ

き
事
が
張
調
せ
ら
れ
、
前
競
に
於
け
る

獨
佛
三
流
に
比
較
す
れ
ば
、
多
分
に
獨

逸
的
廻
韓
と
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
本
書
の
前
年
約
百
頁
に
互
つ
て
、

此
の
ス
テ
ム
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ャ
ー

外

足
開
き
皆
無
の
極
貼
が
ラ
イ
ネ
ク
リ
ス

チ
ャ
ニ
ヤ
で
あ
る
と
、言
ふ
意
味

に
於

て
、
ラ
イ
ネ
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
を
も
合

め
て
―

の
あ
ら
ゆ
る
動
作
が
分
解
詳

述
せ
ら
オし
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
鼓
で

は
問
題
の
あ
る
比
較
的
重
要
な
貼
の
み

に
つ
き
紹
介
し
て
見
よ
う
。

宇
制
動
に
就
い
て

牟
制
動
滑
降
に
於
て
、
性
重
を
山
足

に
置
く
事
は
疲
勢
が
多
く
且
制
動
力
が

蒻
い
か
ら
、
谷
足
の
親
指
の
附
根
に
掛

け
る
べ
き
で
あ
る
と
言
ふ
主
張
は
、
比

較
的
緩
傾
斜
そ
し
て
谷
足
の
開
き
の
小

さ
い
場
合
に
は
有
効
で
あ
る
事
を
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
急
傾

斜
で
は
事
責
上
不
可
静
で
あ
ら
う
し
、

又
谷
足
開
き
の
大
小
に
開
係
す
る
問
題

で
あ
る
か
ら
、
著
者
の
主
張
を
一
般
的

姿
勢
と
見
る
事
に
は
街
疑
間
が
あ
る
で

あ
ら
う
。

平
踏
と
角
付
に
就
い
て

ス
キ
ー
を
廻
韓
さ
せ
る
篤
に
は
、
手

踏
が
絶
封
的
に
有
利
で
あ
り
、
角
付
は

逆
に
廻
韓
を
困
難
な
ら
し
め
る
。
従
つ

て
角
付
は
廻
韓
に
随
件
す
る
横
辻
り
を

防
ぐ
篤
に
の
み
、
そ
れ
丈
の
程
度
で
行

ふ
べ
き
で
あ
り
（
四
四
頁
）、
角
付
の
過

大
は
、
偶
令
そ
の
程
度
が
些
少
で
あ
つ

て
も
韓
倒
の
大
き
な
原
因
と
な
る

（
四

五
頁
）
と
説
き
、
高
速
度
大
廻
韓
の
可

能
な
雲
質
で
は
多
少
の
横
辻
り
は
あ
つ

て
も
こ
れ
を
軽
く
見
て
平
踏
に
重
粘
を

置
く
（
一
八
四
―
五
頁
）
の
で
あ
つ
て
、

角
付
の
過
度
と
言
ふ
事
を
極
力
い
ま
し

め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
力
學
的
に
見
て

手
踏
と
角
付
の
何
れ
が
廻
韓
に
有
利
で

あ
る
か
は
私
の
言
ひ
得
る
所
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
ス
キ
ー
が
彗
中
に
沈
み
込

ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
事
を
前
提
と
し
て
考

へ
る
な
ら
ば
、
角
付
そ
の
も
の
が
廻
韓

を
困
難
な
ら
し
め
る
と
は
考
へ
難
い
の

で
あ
り
、
著
者
の
強
調
す
る
程
角
付
の

弊
害
を
重
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
の
方
が
、
霊
する
特
殊
の
場
合
だ
と
思

は
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
此
の
場
合
角

付
と
性
の
内
傾
、
内
足
膿
重
と
い
ふ
事

と
は
必
然
的
開
聯
が
な
い
と
言
ふ
事
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

前
傾
に
就
い
て

最
近
の
新
し
い
技
術
と
昔
の
技
術
と

の
相
違
は
、
前
傾
印
ち
ス
キ
ー
の
旋
同

中
心
黙
を
踵
か
ら
足
先
に
持
つ
て
末
た

と
言
ふ
貼
で
あ
っ
た
。
本
書
に
於
て
も

此
の
粘
は
違
ひ
が
な
い
が
、
然
し
著
者

は
不
必
要
に
過
度
な
前
傾
の
弊
害
を
張

調
し
、
こ
の
矯
正
に
意
を
用

ひ

て
ゐ

る
。
著
者
に
依
る
と
、
前
傾
の
反
合
は

足
指
の
附
根
が
重

心

の
支
貼
に
な
る

（
七

一
頁
）
程
度
が
適
正
の
も
の
な
の
で

あ
つ
て
、　
そ
の
粘
を
は
づ
し
て
は
一削
一後

何
れ
に
な
つ
て
も
不
安

定

は
免
れ
な

い
。
踵
を
浮
き
上
げ
て
、
足
先
の
み
に

加
重
す
る
事
は
ス
キ
ー
の
廻
韓
力
を
殺

ぐ
の
み
な
ら
ず
、
廻
り
過
ぎ
を
生
じ
不

安
定
と
な
り
、
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
る

虞
が
多
い
。
そ
れ
で
原
則
と
し
て
は
、

足
先
に
加
重
し
、
踵
に
も
意
識
的
に
力

を
入
れ
る
事
が
必
要
な
の
で
あ
る

（
四

七
頁
）。

普
通
の
山
地
で
は
、　
此
の
前

傾
の
過
ぎ
た
姿
勢
を
取
る
な
ら
ば
僅
の

シ
ヨ
ッ
ク
で
前
方

に
投

げ
出
さ
れ
る

し
、
平
均
運
動
の
最
も
完
全
さ
が
要
求

せ
ら
れ
て
ゐ
る
廻
韓
中
に
は
同
様
単
に

前
方
に
投
げ
出
さ
れ
る
の
み
な
の
で
あ

る

（
四
八
頁
）
と
、
練
脅
場
で
よ
く
見

か
け
る
不
必
要
な
前
傾
―
―
寧
ろ
前
投

と
言
ひ
度
い
様
な
、
そ
の
く
せ
本
常
に

必
要
な
場
合
に
は
後
傾
に
な
る
と
言
ふ

様
な
似
非
テ
ム
ポ
オ
技
術
の
間
違
を
正

す
篤
に
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
適
正
前

傾
と
言
ふ
事
を
張
調
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
著
者
の
言
ふ
適
正
前
傾
は
理
想
の

極
黙
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
我
々
に
と
つ

て
重
要
な
事
は
如
何
に
せ
ば
此
の
理
想

粘
に
最
も
早
く
到
達
し
得
る
か
、
ど
う

説
明
す
れ
ば
讀
者
に
最
も
良
く
こ
れ
を

含
得
せ
し
め
得
る
か
と

い
ふ
粘
で
あ

り
、
著
者
の
此
の
説
明
が
一
般
練
習
者

に
封
す
る
最
も
効
果
的
説
明
で
あ
る
か

如
何
か
と
い
ふ
貼
に
な
る
と
疑
間
を
持

た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ス
キ
ー

を
穿
い
て
ゐ
て
は
爪
立
ち
せ
よ
と
言
は

れ
て
も
出
来
る
筈
は
な
し
、
又
不
必
要

に
過
度
な
前
傾
で
長
い
滑
降
を
績
け
る

と
い
ふ
心
配
も
一
般
に
は
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
問
題
は
廻
韓
の
初
期
並
に
中

期
に
於
て
、
前
傾
を
張
調
し
て
行
く
と

い
ふ
場
合
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
此
の

際
の
前
傾
を
ど
う
説
明
す
る
か
と
言
ふ

所
に
あ
る
の
で
あ
る
。
著
者
の
言
ふ
様

に
、
爪
先
性
重
と
足
指
附
根
世
重
の
使

ひ
分
け
、
或
ひ
は
踵
を
浮
き
上
ら
せ
ず

に
寧
ろ
踵
に
も
意
識
的
に
力
を
入
れ
て

銑
い
前
傾
を
行
ふ
と

い
ふ
様
な
説
明

が
、　
一
般
練
習
者
に
封
し
て
適
切
な
説

明
で
あ
る
か
如
何
か
、
理
想
の
極
貼
を

説
く
あ
ま
り
反
封
の
効
果
を
護
者
に
共

へ
る
様
な
響
が
な
い
か
と
言
ふ
事
を
心

配
す
る
の
で
あ
る
。

基
本
的
技
術
説
明
の
外
に
第

一
部
中

で
は
滑
降
中
に
於
け
る
ス
ピ
ー
ド
の
調

節
の
重
要
さ
、
そ
の
鶯
の
減
速
法
加
速

法
、
そ
れ
か
ら
ス
ピ
ー
ド
と
カ
ー
プ
の

開
係
等
山
ス
キ
ー
に
と
つ
て
重
要
な
研

究
が
述
べ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、

此
虎
で
は
省
く
。
け
多
少
ど
ん
な
も
の

か
と
思
は
れ
る
の
は
、
廻
韓
は
自
然
的

な
徐
々
に
曲
つ
て
行
く
大
カ
ー
ブ
を
描

く
事
が
窮
極
の
目
的
で
あ
り
、
そ
し
て

そ
れ
の
み
が
高
速
度
廻
韓
に
於
け
る
唯

一
の
も
の
で
、
銑
い
カ
ー
プ
を
描
く
事

は
誤
り
で
あ
る

（
一
八
六
頁
）
と
断
定

し
て
ゐ
る
粘
で
あ
る
。

第

一
部
を
通
讀
し
て
感
す
る
事
は
、

5
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説
明
の
冗
漫
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
れ

は
著
者
自
身
も
認
め
て
ゐ
る
所
で
は
あ

る
が
、
重
要
な
る
が
故
に
詳
述
す
る
と

い
ふ
事
と
、
く
ど
い
と
い
ふ
事
と
は
自

ら
別
で
あ
る
。
讀
者
に
教
へ
る
と
い
ふ

事
を
意
識
し
て
論
述
の
整
理
が
出
来
て

ゐ
た
な
ら
ば
、
更
に
そ
の
理
論
が
光
を

増
す
も
の
と
遺
憾
に
堪
え
な
い
。
線
じ

て
、
基
本
的
説
明
は
或
る
地
形
、
或
る

雲
質
を
豫
想
し
て
述
べ
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
ヴ
フ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
一
應
除
外
し
て
別
に
説
明
す

る
事
と
し
て
、
よ
り
簡
単
な
親
し
み
易

い
説
明
が
作
り
得
る
筈
だ
と
私
は
い
つ

も
思
ふ
の
で
あ
る
。

第
二
部
は
本
書
と
し
て
最
も
主
要
な

部
分
で
あ
る
。
山
地
に
於
て
ぶ
つ
か
る

雪
質
と
し
て
著
者
は
左
の
様
に
分
類
す

る
。

新
雲

翼
早
　
主
と
し
て
風
の
影

Ｉ
″二ｔ

響
に
依
る
も
の

奮
雪

そ
し
て
、
そ
の
成
因
か
ら
説
き
進
め

て
、
各
雲
質
に
於
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ

を
應
用
す
る
場
合
の
特
別
に
注
意
す
べ

き
黙
を
詳
論
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、

鼓
で
も
、
論
述
が
冗
漫
の
感
を
典

へ
る

の
は
残
念
で
あ
る
。
雲
質
憂
化
の
原
因

″ ン ヽ
ヽ

瀑 粉

雲 雲

凍  堅
雲  雲

た響融 影主
もを解 響 と
の甚 と に し

し凍 依 て
く結 る陽
受の も光
け影 のの

を
知
る
事
は
勿
論
必
要
で
あ
る
が
、
そ

の
篤
め
に
よ
り
重
要
な
ス
キ
ー
操
作
上

の
説
明
に
遺
憾
の
粘
を
興
へ
て
は
な
ら

な
い
。
風
の
ク
ラ
ス
ト
と
陽
光
の
ク
ラ

ス
ト
、
温
潤
新
雲
と
凍
雲
の
ゆ
る
ん
だ

も
の
は
略
同
様
の
効
果
を
ス
キ
ー
に
興

へ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
ふ
観

粘
か
ら
論
述
を
綜
合
再
分
類
し
た
な
ら

ば
、
更
に
優
れ
た
も
の
が
出
来
た
で
あ

ら
う
。
ク
ラ
ス
ト
の
分
類
そ
の
成
因
の

研
究
を
装
表
す
る
な
ら
、
も
う
少
し
科

學
的
な
纏
つ
た
も
の
が
欲
し
か
つ
た
。

此
の
二
つ
の
異
つ
た
問
題
が
同
時
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
篤
に
、
雨
方
共
徹
底
せ

ず
折
角
の
第
二
部
が
低
調
の
感
を
興
へ

る
の
は
、
著
者
の
苦
心
を
相
常
に
割
引

す
る
も
の
で
あ
る
。

ア
レ
ー
も
言
ふ
通
リ
ス
キ
ー
教
授
に

於
て
は
そ
の
大
部
分
の
時
間
が
、
教
師

と
生
徒
と
が

一
緒
に
山
地
を
滑
走
し
、

賃
地
に
指
導
を
興
へ
る
事
に
費
さ
る
べ

き
で
あ
る
が
、
本
書
の
第
二
部
は
之
を

著
書
の
上
で
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。
貴

地
指
導
の
講
脅
含
で
も
、
此
の
様
な
教

へ
方
の
稀
な
我
國
の
現
状
に
於
て
、
此

の
分
野
に
分
け
入
つ
た
著
者
の
努
力
は

そ
の
成
果
の
如
何
は
別
と
し
て
、
高
く

評
債
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら

著
書
は
本
書
を
書
き
出
し
て
見
て
、

一
通
り
で
な
い
困
難
寧
ろ
無
謀
に
近
い

困
難
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
事
を
装
見
し
、

中
止
を
思
つ
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
に

依
つ
て
一
つ
の
研
究
問
題
を
投
す
る
事

が
出
来
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
進
歩
を
見

出
す
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
と
言
ふ

意
味
の
下
に
、
思
ひ
切
つ
て
公
に
し
た

と
述
懐
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
山
地
に

於
け
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
ヤ
の
研
究
に
は

本
書
の
研
究
題
目
た
る
雪
質
の
外
に
筒

地
形
と
荷
物
と
い
ふ
事
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
こ
れ
等
の
問
題
を
綜
合
し
た

研
究
と
言
ふ
も
の
は
、
全
く
困
難
な
仕

事
で
あ
ら
う
が
、
然
し
こ
う
い
ふ
問
題

が
所
謂
ス
キ
ー
人
の
み
で
な
く
、
我
々

山
岳
人
に
依
つ
て
も
取
り
上
げ
ら
る
べ

き
事
を
私
は
重
ね
て
張
調
し
魔
い
の
で

あ
る
。
本
書
は
そ
の
内
容
の
み
で
は
な

く
此
の
様
な
狙
ひ
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い

ふ
意
味
に
於
て
、
従
ボ
の
ス
キ
ー
教
科

書
に
比
し
高
く
そ
の
債
値
を
評
債
さ
る

べ
き
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

著
者
と
は
一
面
識
も
な
い
が
、
北
大

出
身
で
現
在
青
森
林
友
の
指
導
的
位
置

に
居
る
人
と
思
ふ
。
谷
頭
の
篤
員
も
八

甲
田
山
を
中
心
と
し
た
見
事
な
も
の
で

あ
る
が
欲
を
言
へ
ば
、
八
甲
田
の
大
滉

を
示
す
も

の
、
廻
韓
の
初
期
並
に
中

期
を
撮
つ
た
も
の
を
力‐‐
へ
て
欲
し
か
っ

た
。
又
富
良
野
岳

の
為
員

が
一
枚
丈

は
さ
ま
つ
て
ゐ
る
の
は
調
子
は
づ
れ
の

感
、誤
植
の
多
い
の
は
不
楡
快
で
あ
る
。

（
六
藝
祀
　
菊
版
二
一
一
頁

二
日
五
十

錢
）

☆

姉
融裁
諄
講
演
と
映
書
の
盲

一
、
講

演

「
山
を
省
り
み
る
」

含

長
　

木

暮

理

太

郎
氏

一
、
講

演

「
山

と

生

活
」

一
、
映

書

「
亜
細
亜
大
陸
横
断
」

八
巷

パ

テ

・

ナ

タ

ン
祗

一
、
映

書

「
富
士
の
地
質
」

二
巷

★
東
京
附
近
の
含
員
諸
氏
に
は
漏
れ
な
く
招
待
券
を
塁
上
本
含
報
と
同

封
御
途
，り
し
ま
す
。

★
地
方
含
員
諸
氏
で
、
常
日
御
上
京
御
臨
席
の
諸
氏
は
豫
め
事
務
所
、

又
は
常
日
含
場
受
付
へ
御
申
出
下
さ
い
。

★

一
般
入
場
券
　
五
十
錢

會
員
諸
氏
の
切
符
御
賣
り
捌
き
を
願
ひ
上
げ
ま
す
。

男

氏

★
六
月
二
十
日

（金
）
午
後
六
時

★
九
　
段

　

軍
　
人
　
書
　
館

會

員

柳

田

國

6
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r

山
の
名
、
山
の
地
名
（五
）

自

馬

　

耕

甲
斐
駒
ケ
岳
　
甲
斐

・
信
濃
界
　
二

九
六
五
上
ハ
米

こ
の
岳
は
木
曾
駒
ケ
岳
（西
駒
）
に
封

し
て
普
通
「
甲
斐
駒
」
と
呼
ば
れ
、
ま
た

東
駒
と
も
俗
稽
さ
れ
る

（「
山
日
記
」
）
。

信
州
高
速
邊
で
の
呼
稽
に
、
こ
の
山

を
東
岳
、
或
は
タ
ケ

（岳
）
と
い
ふ
の

が
あ
る
。
東
岳
と
い
ふ
の
は
仙
丈
岳
を

前
岳
と
呼
ぶ
関
係
で
あ
ら
う
（後
述
）
。

又
、
タ
ケ
は
土
地
の
人
々
の
敬
仰
す
る

山
へ
の
敬
稀
語
で
あ
る
の
は
云
ふ
迄
も

な
い
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
白
根
北
岳
を

甲
州
芦
安
村
で
夕
ヶ
と
い
つ
て
ゐ
る
。

甲
斐
駒
を
信
州
高
速
邊
の
人
々
は
白

崩
山
と
往
時
呼
ん
で
ゐ
た
。
岳
の
花
尚

岩
が
自
く
崩
れ
た
の
に
由
木
す
る
。
頂

上
の
宮
を
自
崩
神
祀
と
し
て
祀
り
信
州

を
表
側
と
し
た
、
白
崩
紳
祗
の
前
宮
（
黒

河
内
附
近
）
の
額
に
「
名
に
し
負
ふ
駒
の

J

レ

■

θ

多
′
′乙
ロ

●

　

―

メ

ハ

こ`′

の

嵐
の
激
し
さ
に
白
く
ぞ
峯
の
雪
ぞ
崩
る

る
」
と
あ
る
。
筒
、
甲
斐
駒
の
「
東
岳
」

に
封
し
て
木
曾
駒
を
西
岳
と
も
高
速
の

人
々
が
呼
ぶ
と
い
ふ
意
味
が
記
し
て
あ

る

（山
岳
ニ
ノ
三
、
梅
澤
親
光
氏
）
。

或
は

「
…
…
黒
川
の
近
く
に
前
宮
が

あ
る
も
、　
こ
ゝ
を
祀
務
所
と
し
て
嶽
の

絶
項
に
祠
を
建
て
、
白
崩
神
祀
と
呼
ん

で
ゐ
た
の
で
嶽
の
事
を
自
崩
と
も
呼
ぶ

の
で
あ
る

（
ニ
ノ
三
、鳥
山
、梅
澤
氏
）
。

筒
、
白
崩
紳
祀
の
祭
神
は
不
明
と
記
し

て
あ
る
。

梅
澤
氏
等
に
よ
る
此
の
登
山
は
明
治

四
十
年
営
時
で
あ
る
か
ら
、
地
方
人
の

嶽
に
封
す
る
信
仰
も
種
々
な
形
で
生
き

て
ゐ
た
。
白
衣
の
先
逹
を
案
内
と
し
て

歩
い
た
こ
と
も
面
白
い
。
然
も
之
ら
の

記
文
に
よ
つ
て
窺
は
れ
る
の
は
、
常
時

に
お
い
て
は
寧
ろ
戸
藁
側
の
人
々
は
、

信
州
側
を
こ
の
山
の
表
と
し
や
う
意
氣

込
み
を
以
て
紳
祀
を
建
て
然
も
登
山
客

を
吸
収
し
や
う
と
し
て
お
つ
た
の
が
窺

は
れ
る
。
尤
も
こ
の
営
時
と
雖
も
、
梅

澤
氏

一
行
が
雇
つ
た
人
夫
の
う
ち
、
自

崩
の
末
歴
を
知
つ
て
ゐ
る
の
は
一
人
で

あ
つ
た
と
い
ふ
。

甲
州
側
に
は
前
宮
で
あ
る
駒
ケ
岳
紳

祗
が
祀
っ
て
あ
る
。
駒
ケ
岳
と
い
ふ
の

は
、
営
時
に
あ
つ
て
は
甲
州
側
の
人
々

の
呼
名
で
あ
つ
た
ら
う
。
峯
を
界
に
し

て
甲
信
各
々
そ
の
呼
稿
を
別
に
し
て
ゐ

た
の
は
、
人
々
と
山
と
の
信
仰
的
関
係

か
ら
見
る
も
意
義
深
い
。
信
越
界
の
白

馬
岳
が
や
は
り
越
中
と
信
濃
の
人
々
に

よ
つ
て
そ
の
呼
総
を
異
に
し
て
ゐ
た
事

賞
と
同
じ
行
き
方
で
あ
る
。

甲
斐
駒
に
隠
れ
た
る
一
つ
の

「ぼ
厨

山
」
と
い
ふ
別
名
の
あ
つ
た
こ
と
は
、

結
局
戸
藁
側
の
人
々
の
議
限
に
掃
す
る

と
思
ふ
が
、
輝
い
て
崩
れ
る
や
う
な
花

商
岩
砂
の
山
肌
を
朝
夕
眺
め
て
ゐ
る
う

ち
に
自
然
と
心
に
浮
ん
で
き
た
や
う
な

呼
び
名
で
あ
る
。

事
責
、
こ
の
山
の
頂
上
附
近
を
さ
ま

よ
ひ
、
且
つ
南
に
出
て
ゐ
る
尾
根
を
仙

水
峠
方
面
に
向
つ
て
下
降
す
る
と
、
自

崩
と
い
ふ
岩
肌
の
感
じ
を
充
分
に
う
け

る
。
然
も
、
ア
サ
ヨ
峯
に
登
り
、
も
う

一
度
こ
の
山
の
南
面
に
接
す
る
と
、
呼

租
登
生
の
貴
感
が
油
然
と
湧
い
て
く
る

の
を
否
め
な
い
。

仙
丈
岳
　
甲
斐

・
信
濃
界
　
三
〇
三

二
・七
米

こ
の
山
に
つ
い
て
明

治

四

十
年
営

時
、
信
州
戸
一量
に
住
む

一
老
農
は
次
の

や
う
に
語
つ
て
ゐ
る
↓
前
岳
と
も
御
鉢

岳
と
も
申
す
が
、
仙
丈
と
や
ら
は
さ
か

な
い
。
十
二
年
ば
か
り
前
に
二
度
雨
乞

に
登
つ
た
、
頂
上
は
括
鉢
の
や
う
で
グ

ル
リ
と
廻
れ
る
奇
麗
な
大
山
で
す
が
、

岳
（筆
者
註
、甲
斐
駒
）
と
違
つ
て
、
け
ち

な
神
様
ば
か
り
祀
つ
て
あ
る
」
と
。或
は

「
仙
丈
と
い
ふ
の
は
地
固
に
封
す
る
便

宜
上
の
名
で
そ
の
邊
で
は
前
岳

（
白
崩

山
の
）
と
か
御
鉢
岳
と
か
云
ふ
て
居
る

の
で
、
仙
丈
と
は
恐
ら
く
甲
州
の
人
の

呼
ぶ
名
で
ヽ
も
あ
ら
う
か
」
と
梅
澤
氏

は
記
し
て
お
ら
れ
る
パ
山
岳
ニ
ノ
三
）
。

虎
が
そ
の
後
営
山
へ
登
つ
た
河
田
駅

氏
の
記
事
に
よ
つ
て
大
意
を
記
す
と
次

の
如
く
な
る
、「
仙
丈
岳
と
云
ふ
名
は
甲

州
方
面
の
名
で
あ
つ
て
信
州
で
は
マ
ヘ

ダ
ケ

（前
岳
）
又
は
オ
ガ
チ
ダ
ケ

（小

河
内
岳
、
宛
字
）
と
云
つ
て
ゐ
る
。
本

誌
二
年
三
競
の
白
崩
山
に
向
ふ
の
記
に

前
岳
と
も
オ
ハ
チ
ダ
ケ

（御
鉢
岳
）
と

も
云
ふ
と
書
い
て
あ
つ
た
が
、
こ
れ
は

小
河
内
岳
と
云
つ
た
の
を
御
鉢
岳
と
問

誤
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
何
故
オ
ガ
チ
岳

と
い
ふ
か
と
云
ふ
に
、
戸
童
の
少
し
下

で
黒
川
に
入
る
澤
が
あ
る
が
、
こ
の
澤

は
オ
ガ
チ
谷
と
云
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
谷

の
出
て
く
る
岳
を
オ
ガ
チ
岳
と
云
ふ
の

で
、
印
ち
前
岳
が
そ
れ
で
あ
る
。
如
何

に
宛
字
を
書
く
か
に
つ
い
て
は
、
二
通

り
あ
つ
て
、
尾
勝
と
云
ふ
者
と
小
河
内

だ
と
主
張
す
る
者
が
お
つ
た
」
。
筒
、

こ
の
談
は
戸
壷
の
山
案
内
小
倉
範
十
の

弟
か
ら
主
と
し
て
聴
き
取
つ
て
ゐ
る
。

こ
の
オ
ガ
チ
谷
へ
は
、
石
友
岩
探
取

の
人
逹
が
以
前
入
り
込
ん
で
ゐ
た
と
い

ふ
か
ら
、
此
の
澤
の
呼
稿
は
古
い
課
で

あ
る
。
し
か
も
、
他
の
幾
つ
か
の
例
か

ら
云
つ
て
も
、
澤
の
名
を
そ
れ
に
績
く

岳
に
韓
移
す
る
の
は
常
で
あ
る
か
ら
、

小
河
内
岳
と
呼
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る
の

も
容
易
に
推
量
で
き
る
。
そ
こ
で
、
御

鉢
か
小
河
内
か
で
あ
る
が
、
事
貸
仙
丈

岳
の
頂
き
直
下
は
所
謂
カ
ー
ル
状
地
形

を
な
し
て
ゐ
る
か
ら
、
里
人
が
御
鉢
岳

と
呼
ば
ぬ
と
も
限
ら
な
い
が
、
若
し
事

賞
こ
の
呼
名
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
ほ

ん
の
一
部
の
人
々
の
間
に
限
ら
れ
て
ゐ

た

で
あ
ら
う
。
或
は
河
田
氏
説
の
如

く
、
御
鉢
は
オ
ガ
チ

（
小
河
内
）
の
聞

き
誤
り
だ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。

「
オ
ガ
チ
」
は
ヲ
ゴ
ウ
チ
、
フ
ガ
ワ
チ
、

ヲ
ガ
ッ
チ
な
ど
の
同
類
音
で
あ
る
こ
と

は
云
ふ
迄
も
な
く
、
下
手
か
ら
澤
の
上

流
を
呼
ん
だ
語
で
、
印
ち
山
に
か
こ
ま

れ
た
澤
合
ひ
の
土
地
を
指
す
。
こ
の
邊

の
例
で
は
多
く
の
場
合
そ
こ
に
は
人
家

が
あ
る
。
戸
藁
附
近
の
黒
河
内
も
ま
さ

し
く
此
の
コ
ウ
チ
で
あ
る
。
仙
丈
と
同

系
の
連
嶺
に
属
す
る
、
現
在
同
幅
で
拾

へ
る
荒
川
岳
と
堕
見
岳
の
中
間
に
位
す

る
小
河
内
岳
も
同
じ
で
、　
一
つ
の
峯
博

ひ
に
、
小
河
内
岳
と
い
ふ
呼
名
が
二
つ

も
あ
つ
た
こ
と
は
常
然
と
は
云
へ
、
面

白
い
現
象
で
あ
る
。
こ
の
フ
は
小
さ
い

を
意
味
す
る
も
の
で
、
常
時
、
尾
勝
と

か
雄
勝
と
い
ふ
文
字
が
宛
て
ら
れ
て
ゐ

た
と
云
ふ
が
、
甚
し
い
宛
字
の
標
本
に

過
ぎ
な
い
。
「
小
河
内
」
で
は
月
並
だ
と

い
ふ
の
で
、
こ
ん
な
勇
ま
し
い
文
字
が

獲
明
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

筒
、
明
治
四
十
二
年
営
時
に
お
い
て

も
、
仙
丈
の
頂
上
、
石
祠
の
一
つ
に
は

前
嶽
三
社
大
紳
と
記
さ
れ
て
ゐ
た
と
い

ふ
か
ら
、
前
岳
と
い
ふ
呼
稀
も
、
そ
の

歴
史
は
古
い
こ
と
が
推
察
で
き
る

（山

岳
四
ノ
三
）。

7



106

/電M電
´ グ́    _′

国
」諄
i彗

紹

介

山

へ

開

く

窓

一　
　
　
　
勝
見

勝
著

・
朋
文
堂
刊

一　
詩
を
作
る
よ
り
田
を
作
る
方
を
寧
し

一と
す
る
私
と
、
「
山
へ
開
く
窓
」
の
著
者

一勝
見
勝
君
と
は
几
そ
封
腑
的
な
性
格
で

一あ
る
。

一　
勝
見
粛
は
優
し
く
て
静
か
な
モ
ツ
ア

一ル
ト
を
愛
し
、
私
は
意
志
的
で
ド
ラ
マ

一チ
ッ
ク
な

ベ
エ
ト
オ
フ
ェ
ン
を
愛

す

一る
。
ど
つ
ち
み
ち
此
の
二
人
は
全
く
異

一つ
た
道
を
歩
む
無
縁
の
衆
で
あ
る
。

一　
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
は
勝
見

君
も
私
も

「美
學
」
と
云
ふ
人
生
最
高

の
學
間
を
専
攻
し

「
登
山
」
と
云
ふ
こ

れ
ま
た
最
高
の
趣
味
を
同
じ
く
し
て
ゐ

る
。
性
格
的
に
は
全
く
無
縁
の
二
人
に

も
こ
ん
な
大
き
な
共
通
結
が
あ
つ
た
の

は
不
思
議
な
運
命
と
云
は
ね
ば
な
る
ま

―

_

―

・ 言ぃ 分

い
。
さ
う
し
た
と
こ
ろ
か
ら
相
識
る
や

う
に
な
つ
て
、
此
の
頃
虎
女
作

「
山
へ

開
く
窓
」
を
贈
ら
れ
た
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
詩
を
解
さ
な
い
私

に
此
の
書
の
債
値
が
分
る
識
が
な
い
。

だ
か
ら
こ
ゝ
で
は
推
薦
や
批
評
を
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
た
ゞ
愚
感
を
述
べ

る
だ
け
に
と
ゞ
め
る
。

先
づ
装
慎
の
繊
細
な
フ
ラ
ン
ス
趣
味

は
、
ヒ
ト
ラ
ー
・
ス
タ
イ
ル
と
云
ふ
粗

野
で
剛
健
な
も
の
ば
か
り
見
慣
れ
て
ゐ

る
私
に
は
何
と
な
く
縁
遠
い
感
じ
で
あ

る
９中

を
バ
ラ
′
ヽ
と
め
く
る
と
素
晴
し

い
ス
ヶ
ッ
チ
が
日
に
つ
い
た
。
中
山
省

三
郎
氏
の
作
で
あ
る
。
殊
に
中
央
に
挿

入
さ
れ
て
ゐ
る
方
は
頗
る
印
象
的
で
大

い
に
氣
に
入
つ
た
。

そ
こ
で
自
序
か
ら
讀
み
出
す
。
此
の

書
の
成
り
立
ち
が
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
幸

祠
な
人
生
に
恵
ま
れ
た
著
者
の
愛
せ
ら

れ
る
も
の
の
惜
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ

れ
が
著
者
を
山
へ
誘
つ
た
も
の
で
あ
ら

う
。
贅
澤
と
云
へ
ぱ
贅
澤
で
あ
る
。
古

め
か
し
い
と
云
へ
ぱ
古
め
か
し
い
。

併
し
著
者
は
ど
こ
ま
で
も
正
直
に
此

の
気
持
を
歌
つ
て
ゐ
る
。「
南
信
街
往
」
、

「
峠
の
春
」
、
「
笠
雲
」
、
「
霰
降
る
日
」
、

み
ん
な
純
情
な
山
族
の
記
録
で
あ
る
。

私
の
趣
味
か
ら
云
へ
ば
、
ど
の
文
章
も

タ
ッ
チ
が
蒻
く
、
感
傷
的
で
、
そ
し
て

若
さ
か
ら
く
る
街
気
が
あ
り
す
ぎ
る
。

花
袋
や
牧
水
や
秋
圃
に
比
べ
て
は
酷
で

あ
ら
う
が
、
私
は
著
者
の
オ
能
を
信
す

る
が
故
に
、
さ
う
し
た
作
者
の
文
章
に

比
し
て
一
段
の
工
夫
を
望
み
た
い
。

尤
も
こ
れ
は
恐
ら
く
文
章
の
工
夫
と

云
ふ
も
の
で
は
な
く
し
て
人
生
の
工
夫

と
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

著
者
の
山
歩
き
の
態
度
は
甚
だ
我
が

意
を
得
て
ゐ
る
。
著
者
は
よ
く
季
節
を

見
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
季
感
と
云
ふ

も
の
は
日
本
人
獨
特
の
自
然
親
で
あ
つ

て
、
此
の
粘
著
者
の
態
度

は
極

め

て

・日
本
的
で
あ
る
と
云
つ
て
よ
い
。

一　
概
し
て
初
期
の
作
品
が
よ
く
、「
私
の

一耳
は
員
の
殻
」
や

「
あ
る
び
に
す
ま
ｏ

一ぜ
ん
ち
め
ん
た
り
す
」
の
如
き
比
較
的

一新
ら
し
い
と
思
は
れ
る
も
の
は
街
氣
が

張
く
饒
舌
に
す
ぎ
て
私
は
と
ら
な
い
。

俳
し

「
馬
鹿
尾
根
の
如
く
」
の
や
う
な

も
の
に
は
著
者
の
作
家
的

一
面
が
見
ら

れ
て
注
目
に
値
す
る
。

第
四
篇
は
書
評
を
集
め
た
も
の
で
、

一
見
し
た
だ
け
で
著
者
が
な
か
′
ヽ
の

讀
書
家
で
あ
る
こ
と
が
剣
る
。

「
雑
草
も
春
は
花
喫
く
山
の
蔭
」
と
は

本
書
と
共
に
贈
ら
れ
た
著
者
の
句
で
あ

る
が
、
ど
う
し
て
著
者
は
雑
草
ど
こ
ろ

で
は
な
い
。
見
事
な
花
を
つ
け
る
園
藝

品
種
で
あ
る
。
両
か
も
此
の
品
種
は
今

一一後

大

い
に
装
展

の
見
込

み
が
あ

る
。

（小
池
新
二
）

★

★

盲

員

通

′曇
1日

春
　
期

〈
口

宿

早
大

山

岳
部

今
春
の
合
宿
は
、
下
級
部
員
の
積
雲

期
登
山
の
訓
練
を
主
眼

と
し

て
行
つ

た
。
参
加
者
十
八
名
で
、
そ
の
中

一
、

二
年
生
は
十
名
で
あ
っ
た
。
善
六
澤
に

Ｂ
ｏ
Ｃ
を
建
設
し
、
西
穂
高
か
ら
天
狗

の
コ
ル
ヘ
、　
Ｃ
Ｉ
■、　
Ｃ
Ｗ
ュ、　
Ｃ
扁皿
と
テ

ン
ト
を
張
り
、
Ｃ
Ｉ
か
ら
奥
穂
高
を
往

復
し
た
が
、
天
候
悪
く
豪
雨
や
吹
雪
に

惜
ま
さ
れ
、
相
営
長
時
日
を
要
し
た
。

二
月
十
八
日
　
先
装
隊
六
名
新
宿
装
。

十
九
日
　
晴
　
ト
ラ
ッ
ク
で
荷
を
澤
渡

へ
運
ぶ
。

二
十
日
　
晴
　
荷
を
二
同
に
分
け
て
中

ノ
湯

へ
運
び
中
ノ
湯
泊
。

二
十
一
日
　
晴
後
曇
　
荷
を
牛
分
五
千

尺
へ
運
ぶ
。
本
除
十
二
名
新
宿
装
。

二
十
二
日
　
曇
　
残
り
の
荷
を
五
十
尺

へ
運
び
、
午
後
善
六
澤
右
岸

の
墓

地
、
河
童
橋
よ
り
千
五
百
米
位
の
所

へ
Ｂ
ｏＣ
建
設
。
本
隊
は
中
ノ
湯
着
。

二
十
三
日
　
雨
　
五
千
尺
及
び
中
ノ
湯

に
滞
在
。

二
十
四
日
　
晴
　
Ｂ

ｏ
Ｃ
へ
荷
上
げ
、

本
除
五
千
尺
へ
末
る
。

二
十
五
日
　
晴
　
全
員
Ｂ
・
Ｃ
に
入
り

四
名
は
Ｃ
Ｉ
を
西
穂
高
か
ら
中
尾
峠

に
至
る
稜
線
上
に
建
設
。

二
十
六
日
　
曇
　
七
名
Ｃ
Ｉ
に
入
り
他

は
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
。

二
十
七
日
　
吹
雲
　
Ｃ
Ｉ
雲
に
埋
り
生

活
困
難
と
な
る
。

二
十
八
日
　
吹
雲
　
Ｃ
Ｉ
の
七
名
Ｂ
・

Ｃ
に
下
る
。

二
十
九
月
　
吹
雲
　
Ｂ
・
Ｃ
に
滞
在
。

三
十
日
　
晴
　
新
雲
落
着
か
ぬ
鶯
、
Ｂ

ｏ
ｃ
に
滞
在
。

三
十
一
日
　
吹
雲
　
Ｂ
●
Ｃ
に
滞
在
。

四
月

一
日
　
吹
雲
　
Ｂ
・
Ｃ
に
滞
在
。

二
日
　
晴
　
Ｃ
Ｉ
に
登
り
雲
に
埋
っ
た

テ
ン
ト
を
張
り
直
す
。
Ｃ
Ｉ
は
七
人

用
と
四
人
用

の
ウ
ィ
ン
パ
ー
ニ
張

三
日
　
晴
　
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
八
名
が
Ｃ

Ｉ
に
入
り
他
は
こ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
。

四
日
　
曇
後
雲
　
Ｃ
Ｉ
に
居
た
ニ
パ
ー

テ
ィ
ー
が
西
穂
高
第
二
峰
の
肩
に
Ｃ

Ⅱ
建
設
。
七
人
用
と
四
人
用
ウ
ィ
ン

パ
ー
。
Ｃ
Ｉ
の
一
パ
ー
テ
ィ
ー
と
Ｂ

ｅ
Ｃ
か
ら
登
っ
た
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
合

計
十
名
が
Ｃ
Ｉ
に
入
る
。

五
日
　
一象
雨
　
酷
い
土
砂
降
り
。
テ
ン

ト
の
中
は
び
し
よ
濡
れ
。

六
日
　
吹
雲
　
滞
在
。

七
日
　
吹
雲
　
滞
在
。

八
日
　
晴
張
風
　
天
狗
の
コ
ル
に
Ｃ
Ⅱ

建
設
。
四
人
用
ウ
ィ
ン
パ
ー
と
四
人

用
雲
洞
を
掘
る
。
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
六

名
が
泊
り
他
は
Ｃ
Ｉ
に
蹄
る
。

九
日
　
曇
後
吹
雪
　
奥
穂
高
往
復
。
十

二
時
頃
か
ら
猛
吹
雲
と
な
る
。
Ｃ
Ｉ

8
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の
企
員
雲
洞
に
寝
る
。

十
日
　
吹
雲
　
風
が
稽
蒻
く
な
つ
た
の

で
ｃ
Ⅲ
撤
牧
。
ｃ
Ｉ
に
踏
る
。
四
名

は
荷
を
持
つ
て
Ｂ
・
Ｃ
に
下
る
。

十

一
日
　
吹
雲
後
晴
　
ｃ
Ｉ
ｃ
Ｉ
撤
牧

十
二
日
　
快
晴
　
Ｂ
ｅ
ｃ
で
マ
ッ
ト
、

テ
ン
ト
を
乾
す
。

十
三
日
　
雨
　
Ｂ

・
Ｃ
を
撤
牧
し
中
ノ

湯

へ
。

十
四
日
　
晴
　
昨
日
の
雨
で
バ
ス
が
末

ぬ
の
で
滞
在
。

十
五
日
　
晴
　
澤
渡
よ
リ
バ
ス
で
島
々

へ
。

十
六
日
　
早
朝
新
宿
へ
踊
る
。

白
馬
栂
池
へ
（四
月
末
）

田

邊

主
　
計

四
月
二
十
六
日
夜
東
京
を
た
つ
て
白

馬
の
栂
池
へ
遊
び
に
参
り
ま
し
た
。

二
十
七
日

（晴
）
朝

一
〇

・
三
Ｑ

四
谷
下
車
。
細
野
に
立
寄
り
二
俣
で
書

食
、　
一
時
過
ぎ
に
出
資
。
猿
倉

へ
行
く

道
と
分
れ
て
、
右
へ
入
り
橋
を
渡
つ
て

赤
倉
澤
に
出
て
、
ほ
う
の
木
手
を
経
て

栂
池
小
屋
着
七
時
。

二
十
八
日

（晴
）

九
時
に
小
屋
を

出
て
天
狗
原
か
ら
木
地
屋

へ
滑
降
。
木

地
屋
は
四
時
牛
近
く
に
着
。　
一
時
間
程

い
つ
も
寄
る
家
で
休
み
、
平
岩
か
ら
街

道
を
蒲
原
温
泉
へ
行
き
ま
し
た
。
八
時

に
着
。

二
十
九
日

（
午
前
中
曇
）

八
時
牛
温
泉
を
た

つ
て
中
土
登

一

Ｔ
四
五
分
の
汽
車
に
乗
り
夜
九
時
前

に
新
宿
へ
戻
り
ま
し
た
。

附
記
―

四
月
末
に
何
虎
か
ス
キ
イ

に
行
く
良
い
所
は
な
い
で
せ
う
か
と
尋

ね
ら
れ
た
の
で
、
私
は
こ
の
栂
池
か
ら

木
地
屋

へ
出
る
ミ
チ
を
す
ゝ
め
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
細
野
の
山
案
内
人
を

紹
介
し
ま
せ
う
な
ど
と
言
つ
て
ゐ
る
う

ち
に
私
も
行
く
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
れ

に
戦
争
か
ら
昴
つ
て
来
た
友
人
の
数
迎

倉
を
、
私
は
ど
こ
か
の
山
で
催
し
た
い

と
か
ね
人
げ
ヽ
言
つ
て
ゐ
た
の
で
そ
の
友

人
も
誘
つ
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
そ
う

で
あ
る
や
う
に
、
彼
も
婦
還
後
山
歩
き

な
ん
か
出
来
る
か
ど
う
か
と
そ
の
性
力

を
疑
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
荷
も

軽
く
し
行
程
も
業
に
す
る
か
ら
と
言
つ

て
誘
ひ
出
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で

こ
の
二
日
休
ん
で
五
日
に
な
る
機
含
を

利
用
す
る
私
自
身
の
計
蓋
を
断
念
し
て

も
よ
′い
事
に
な
つ
た
。

以
前
含
報
に
も
書
い
た
や
う
に
こ
の

ミ
チ
は
少
し
ス
キ
イ
を
や
つ
て
か
ら
ボ

ツ
ノ
ヽ
山
歩
き
を
始
め
や
う
と
す
る
人

に
は
適
営
な
も
の
で
あ
る
。
但
む
づ
か

し
い
笛
所
は
無
い
が
、
天
候
に
注
意
を

排
ひ
、
山
案
内
人
に
同
行
を
頼
む
こ
と

に
し
た
い
。
こ
の
手
易
に
思
は
れ
る
み

ち
に
於
て
も
天
候
の
憂
化
等
に
よ
り
生

命
を
失
つ
た
人
も
数
人
あ
る
。
栂
池
ヘ

は
普
通
は
森
上
で
降
り
て
落
倉
の
ス
キ

イ
小
屋
を
経
で
行
く
が
、
私
は
二
俣
の

方
か
ら
は
行
つ
た
事
が
な

か

つ
た
の

で
、
都
合
が
よ
か
つ
た
ら
今
度
は
そ
ち

ら
か
ら
行
き
た
い
と
思
っ
た
。
前
者
が

山
蔭
の
革
調
な
登
り
を
績
け
る
の
に
封

し
、
こ
の
方
は
愛
化
に
富
み
又
白
馬
か

ら
八
方
尾
根
や
五
龍
の
方
ま
で
の
眺
め

が
美
し
い
。
但
南
側
の
山
面
で
あ
る
か

ら
雲
も
早
く
無
く
な
る
。
我
々
も
随
分

上
の
方
ま
で
ス
キ
イ
を
指
ぎ
上
げ
た
の

で
、
そ
の
日
の
四
時
近
く
に
な
つ
て
、

ゃ
っ
と
は
い
た
の
で
あ
つ
た
。
栂
池
か

ら
の
踊
路
も
神
ノ
田
固
か
ら
ま
つ
直
ぐ

に
降
り
る
の
で
は
あ
つ
け
な
い
が
、
雲

の
多
い
時
な
ら
ば
こ
の
方
か
ら
尾
根
づ

た
ひ
に
岩
章
山
へ
出
る
ミ
チ
を
と
れ
ば

ず
っ
と
多
く
柴
し
め
る
事
と
思
ふ
。
木

地
屋

へ
降
り
る
ミ
チ
も
大
抵
の
人
々
を

再
ぱ
せ
る
。
大
池
の
横
か
ら
ウ
ド
川
ヘ

入
る
所
も
槃
し
く
、
こ
の
邊
か
ら
の
朝

日
岳
方
面
の
眺
め
も
美
し
い
。
雲
の
あ

る
時
は
大
所
か
ら
峠
を
越
し
て
小
瀧
ヘ

出
て
夜
汽
車
に
乗
っ
た
が
、
木
地
屋
か

ら
は
雲
も
な
か
つ
た
し
、
又
今
度
は
蒲

原
温
泉
へ
泊
る
こ
と
に
し
て
あ
つ
た
の

で
そ
ち
ら
へ
行
つ
た
。
暗
く
な
つ
て
温

泉
に
着
き
、
ま
づ
湯
に
入
つ
て
か
ら
、

ビ
ー
ル
を
飲
み
食
事
を
楽
し
ん
だ
。
簡

単
な
山
歩
き
で
も
皆
が
無
事
に
氣
嬢
良

く
戻
つ
て
来
る
所
に
最
大
の
よ
る
こ
び

が
あ
る
。
今
度
も
こ
の
ミ
チ
を
は
じ
め

て
通
つ
た
人
々
を
大
そ
う
よ
る
こ
ぼ
す

こ
と
が
出
来
た
の
で
私
も
す
ゝ
め
た
甲

斐
が
あ
っ
た
の
で
あ
つ
た
。
大
町
の
近

く
へ
末
て
或
る
停
車
場
か
ら
ド
ヤ
ノ
ヽ

乗
り
こ
ん
で
木
た
若
い
男
女
の
国
性
が

あ
っ
た
が
、
天
長
節
に
ど
こ
か
へ
遊
び

に
行
つ
た
人
々
ら
し
い
が
男
の
中
に
は

白
豊
か
ら
洒
気
を
帯
び
、
女
に
つ
ま
ら

ぬ
事
を
言
つ
た
り
窓
外
の
人
々
に
向
つ

て
叫
翠
を
あ
げ
た
り
し
て
ゐ
る
も
の
が

あ
り
、
大
町
へ
着
く
と
同
僚
に
雨
腕
を

と
ら
れ
て
引
き
づ
ら
れ

て
行
く
も
の

や
、
ゲ
ー
，て
ヽ
ヘ
ド
を
吐
い
た
り
し
て

ゐ
る
も
の
も
あ
つ
た
。
松
本
行
の
電
車

に
乗
つ
て
末
ら
れ
て
は
た
ま
ら
ぬ
と
思

つ
て
ゐ
た
ら
大
町
で
降

り

て
行

つ
た

が
、
最
初
職
工
や
女
工
で
は
な
い
か
と

も
思
つ
た
が
、
今
は

「
産
業
戦
士
」
と

い
わ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
ん
な

筈
は
な
い
し
、
ど
う
い
ふ
人
た
ち
で
あ

ら
う
か
と
考
ぺ
た
。
い
づ
れ
に
し
ろ
、

あ
の
や
う
な
若
い
人
た
ち
が
何
の
監
督

も
受
け
す
野
ば
な
し
に
さ
れ
た
や
う
に

な
つ
て
ゐ
る
の
は
恐
し

い
や
う
で
あ

る
。
い
つ
も
山
か
ら
降
り
て
都
含
の
方

へ
末
る
と
、
い
く
つ
か
の
心
を
暗
く
す

る
事
柄
に
出
含
ふ
パ
勿
論
ふ
だ
ん
で
も

心
を
暗
く
す
る
事
柄
は
田
合
に
も
都
含

に
も
多
い
の
で
あ
る
が
。）
そ
れ
が
以
前

よ
り
も
近
頃
の
方
が
増
え
て
ゐ
る
。

◇
事

務

所

便

り
◇

◇
昨
年
末
病
臥
中
の
名
誉
含
員
小
島
烏

水
氏
を
お
見
舞
し
ま
し
た
虎
、
絶
鎧
面

會
謝
絶
に
も
拘
ら
ず
特
に
呼
び
入
れ
ら

れ
、
日
本
山
岳
含
の
諸
粛
に
よ
ろ
し
く

惇

へ
よ
、
又
山
岳
含
の
事
は
後
を
頼
む

と
の
御
言
葉
で
、
氏
の
本
含
を
思
は
れ

る
熱
情
に
感
涙
を
催
す
程
で
し
た
。
本

含
は
か
う
し
た
含
員
の
張
い
愛
含
心
に

よ
つ
て
釜
々
力
強
い
活
動
に
入
る
事
が

出
来
る
の
だ
と
力
づ
け
ら
れ
ま
す
。
筒

小
島
氏
は
近
頃
又
少
し
お
悪
い
や
う
で

す
が
、
ま
だ
ノ
ヽ
年
も
お
若
い
の
で
す

し
早
く
病
気
を
克
服
せ
ら
れ
て
、
再
び

元
気
な
お
顔
を
お
見
せ
下
さ
る
事
を
全

含
員
で
所
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

◇
近
頃
地
方
含
員
の
末
室
者
が
多
く
な

つ
た
。
地
方
在
住
の
方
は
手
常
は
含
と

の
直
接
交
渉
が
少
な
い
の
で
あ
る
か
ら

上
京
の
折
に
は
必
ず
事
務
所
に
立
寄
ら

れ
其
地
の
状
況
を
お
聞
か
せ
願
ひ
た
い

も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
含
と
倉
員
と

の
関
係
は
釜
々
密
接
な
も
の
と
な
つ
て

行
く
で
あ
ら
う
。

◇
貴
含
盆
々
御
隆
昌
の
段
賀
上
候
と
い

つ
た
や
う
な
手
紙
が
折
々
含
員
か
ら
木

る
。
そ
の
度
毎
に
私
は
何
だ
か
憂
な
氣

が
す
る
。
含
員
が
自
分
の
含

へ
手
紙
を

出
す
の
に
ど
う
し
て
貴
含
と
書
け
る
の

だ
ら
う
か
、
ま
さ
か
族
先
か
ら
自
分
の

家
へ
出
す
便
り
に
、
貴
家
釜
々
と
書
く

人
は
あ
る
ま
い
。
自
分
の
合
で
あ
る
と

い
ふ
考
を
全
含
員
に
持
つ
て
い
た
ゞ
賽
ヽ

た
い
と
思
ふ
。
　
　
　
（塚
本
生
）

★

9
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豫
て
よ
り
貸
は
思
つ
て
居
つ
た
の
で

す
が
、
私
は
含
報
四
月
競
掲
載
の
北
上

氏
の
言
に
共
鳴
し
ま
す
。
短
刀
直
人
に

中
せ
ば

「
山
岳
」
は
詰
ら
ぬ
。
何
か
山

岳
學
？
　
の
ま
る
で
単
位
論
文
で
も
讀

む
様
な
気
が
し
ま
す
。
私
の
如
き
休
日

の
少
い
、
東
京
附
近
の
山
々
に
し
か
親

し
む
事
の
出
来
な
い
者
に
と
っ
て
は
、

貸
際
自
分
が
行
け
る
様
な
山
々
の
記
事

で
も
有
れ
ば
讀
み
ま
す
が
、
到
底

一
生

の
内
で
も
絶
封
に
行
け
そ
う
も
な
い
山

に
封
す
る
記
事
な
ど
ま
あ
お
伽
話
で
も

慕
い
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
小
生
の
友
人

で
矢
張
り
含
員
の
者
が
二
、
三
あ
り
ま

す
が
、
殆
ど
見
ず
に
古
本
屋

へ
賣
っ
て

し
ま
ふ
人
も
あ
り
ま
す
。
尤
も
小
刀
で

も
持
つ
て
な
い
と
次
頁
を
繰
る
の
に
手

掛
る
の
で
そ
の
煩
し
さ
も
手
博
ふ

の
で
せ
う
。
何
に
し
て
も
今
少
し
親
し

み
易
い
記
事
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
記
事
、

随
筆
、
論
文
結
構
で
す
。
勿
論
「
山
岳
」

は
巷
間
の
ハ
イ
キ
ン
グ
山
岳
雑
誌
な
ど

と
類
を
異
に
す

る
の
は
常
然
で

す
。そ

れ
か
ら
有
志
晩
餐
含
な
る
も

の
に
就
い
て
殆
ど
出
席
さ
れ
る
人

ｔ
　

の
顔
鯛
れ
が
決
ま
つ
て
る
様
で
す

が
、
も
つ
と
新
人
、若
者
が
何
の
氣

余
も
せ
ず
氣
軽
に
出
ら
れ
る
様
に

世
話
人

一
同
の
方
々
に
希
望
し
ま

す
。
兎
角
日
本
山
岳
含
の
方
々
は
大
家

が
多
い
せ
い
か
私
等
の
や
う
な
青
ニ
オ

に
は
ど
う
も
近
寄
り
難
く
感
じ
ま
す
。

含
報
へ
最
近
未
知
の
人
が
書
か
れ
る

様
に
な

つ
た

こ
と
は
嬉
し
い
限
り
で

す
。
従
来
殆
ど
決
つ
て
を
つ
た
様
で
す

が
、
最
近
は
新
味
を
感
じ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。

山
岳
固
書
の
開
覧
も
事
務
所
が
私
に

と
つ
て
は
一
寸
不
便
な
せ
い
か
、
利
用

致
し
た
い
と
存
じ
乍
ら
出
来
ず
に
残
念

で
す
。
出
来
れ
ば
貸
出
の
方
法
も
御
考

慮
願
ひ
た
く
存
じ
ま
す
。
固
書
闘
覧
利

用
者
が
極
く

一
部
の
人
に
限
ら
れ
て
ゐ

る
事
は
残
念
で
す
。
暴
言
多
謝

（
谷
本
　
弘
）

★

日
本
山
岳
含
の
皆
様
の
常
々
の
御
奮

同
に
封
し
て
は
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
事
多
難
な
今

日
も
う

一
段
と
御
努
力
頂
き
魔
い
と
存

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

遭
難
は
天
の
吾
々
に
興
へ
る
試
練
だ

と
す
る
な
ら
ば
、　
一
度
生
じ
た
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
就
い
て
は
倉
報
等
の
紙
面
を

惜
し
ま
す
に
、
冷
静
厳
格
な
飽
く
ま
で

原
因
を
追
究
す
る
態
度
で
そ
の
批
剣
を

す
る
こ
と
が
、
吾
が
山
岳
界
を
リ
ー
ド

さ
れ
て
ゐ
る
貴
倉
の
任
務
と
思
考
致
す

の
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
詳
細
な
資
料
の

手
に
入
ら
ぬ
場
合
は
別
問
題

と
し
て

も
。
例
へ
ば
二
月
に
マ
チ
ガ
澤
で
生
じ

た
海
野
氏
を
リ
ー
ダ
ー
と
せ
る
雲
洞
の

道
難
の
如
き
、
吾
々
登
山
せ
る
者
は
誰

で
も
疑
間
を
抱
く
や
う
な
登
山
方
法
に

よ
る
遭
難
は
、
個
人
的
個
別
的
攻
撃
を

全
く
別
に
し
て
廣
く

一
般
的
に
な
さ
れ

る
批
剣
は
是
非
と
も
必
要
だ
と
思
ふ
の

で
あ
り
ま
す
。

海
野
氏
の
如
き
方
は
著
書
も
あ
り
一

般
に
影
響
す
る
こ
と
も
多
い
と
考
へ
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
で
然
も
優
秀
な
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
と
一
般
の
者
は
考
へ
て
居
る
海

野
氏
が
、
あ
の
様
な
時
に
あ
の
様
な
場

所
を
登
ら
れ
た
事
が
既
に
間
違
つ
て
を

り
雲
洞
技
術
に
致
つ
て
は
甚
だ
拙
劣
と

思
は
れ
ま
す
。

つ
ま
ら
な
い
世
の
中
の
義
理
、
人
情

な
ど
に
ひ
つ
か
ヽ
ら
ず
、
斯
様
な
時
に

活
渡
な
論
議
は
是
非
必
要
だ
と
思
は
れ

ま
す
。
倉
報
を
い
く
ら
讀
ん
で
も
斯
様

な
こ
と
が
載
つ
て
ゐ
な
い
の
で
、
と
う

ノ
ヽ

た
ま
り
か
ね
て
一
筆
し
た
ゝ
め
た

次
第
で
す
。

大
方
諸
賢
の
御
考
慮
を
煩
は
し
た
く

右
御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。
甚
だ
乱
筆

失
祀
な
こ
と
を
中
し
上
げ
ま
し
た
。

（
一　

含
　
員
）

留

務

報

1菫「

開
西
會
員
大
會

昭
和
十
六
年
四
月
十
八
日

（
金
）

於
中
央
公
含
堂
小
集
含
室

本
含
の
祗
国
法
人
認
可
其
他
に
開
す

る
報
告
並
に
開
西
支
部
の
今
後
の
事
業

封
日
本
山
岳
聯
盟
、
封
開
西
學
上
山
岳

聯
盟
及
先
輩
ク
ラ
ブ
問
題
其
他
に
就
き

開
西
在
住
倉
員
の
忌
憚
な
き
意
見
を
霧

取
し
今
後
の
方
針
を
決
定
せ
ん
が
た
め

に
開
西
含
員
臨
時
大
含
を
開
催
し
た
。

先
づ
湯
浅
幹
事
よ
り
祗
国
法
人
認
可
後

の
含
務
を
報
告
し
、
次
い
で
前
田
幹
事

よ
り
新
組
織
に
よ
る
開
西
側
役
員
を
紹

介
し
、
左
記
の
通
り
幹
事
含
に
於
て
決

定
を
見
た
委
員
を
推
選
し
今
後
含
の
た

め
に
御
蓋
力
を
願
つ
た
。
経
っ
て
愈
々

本
論
に
入
り
、
開
西
支
部
の
今
後
の
事

業
に
就
い
て
幹
事
倉
に
於
て
審
議
し
た

事
項
を
前
田
幹
事
よ
り
説
明
し
、
参
集

者
全
部
よ
り
隔
意
な
き
意
見
及
希
望
を

霧
取
し
た
。
封
日
本
山
岳
聯
盟
、
封
學

生
聯
盟
、
山
岳

・
倉
報
に
封
す
る
意
見

を
初
め
、
山
岳
含
が
積
極
的
に
研
究
的

貸
践
方
面
に
進
展
す
る
必
要
性
を
張
調

す
る
意
見
が
大
多
数
を
占
め
熱
あ
る
論

議
が
繰
返
さ
れ
た
。
某
氏
が
張
調
さ
れ

た
本
會
の
性
格
を
従
来
よ
り
一
憂
し
て

欲
し
い
と
い
ふ
意
見
は
充
分
考
慮
す
べ

き
言
で
あ
つ
た
。

と
ま
れ
本
大
含
は
あ
ら
ゆ
る
黙
で
有

意
義
な
含
合
で
あ
つ
て
、
常
夜
の
討
議

を
賓
行
に
移
す
た
め
に
緊
急
役
員
會
を

開
き
、
充
分
研
究
．の
上
、
本
部
と
の
密

接
な
る
聯
絡
の
も
と
に
山
岳
含
の
た
め

に
努
力
す
る
事
を
中
合
せ
盛
會
裡
に
散

含
し
た
。

（委
員
）

西
岡

一
雄
、
粟
飯
原
健
三
、

山
中
正
之
助
、
小
川
二
十
郎
、
富
田

健

一
、
入
江
保
大
、
中
村
勝
郎
、

（
出
席
者
）

今
西
壽
雄
、
前
田
光
雄
、

木
藤
清
二
郎
、
直
木
重

一
郎
、
伊
藤

幸

一
、
藤
木
九
二
、
津
田
周
二
、
栗

飯
原
健
三
、
青
木
竹
二
郎
、
湯
浅
巌

浅
井
東

一
、
吉
岡
武
治
郎
、
山
口
季

次
郎
、
小
川
正
十
郎
、
入
江
保
大
、

西
岡

一
雄
、
長
岡
榮
作
、

含
員
外
六
名

有
志
晩
餐
會

昭
和
十
六
年
五
月
三
日

芝
田
町
、
つ
か
さ

出
席
者
　
飯
塚
篤
之
助
、
大
熊
保
夫
、

栗
原
和
輔
、
佐
藤
隆
太
郎
、
進
藤
波

男
、
田
邊
主
計
、
藤
野
関
夫
、
一鵬
田

嘉
四
郎
、
藤
島
敏
男
、
紳
谷
恭
、
鳥

山
悌
成
、
中
野
米
年
、
中
村
徳
郎
、

塚
本
繁
松
、
様
山
直
介
、
土
屋
鎮
雄

一　
角
田
吉
夫
、
村
尾
金
二
、
計
十
八
名

10
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昨
年
四
月
世
話
人
を
仰

せ

つ
か

つ

て
、
秋
に
で
も
な
つ
た
ら
開
か
う
と
思

つ
て
ゐ
た
晩
餐
含
が
、
秋
か
ら
暮

へ
か

け
て
山
岳
聯
盟
の
問
題
が
起
っ
て
延
び

延
び
に
な
り
、
年
が
改
ま
る
と
祀
国
法

人
設
立
と
な
つ
て
何
か
と
御
多
忙
の
人

も
多
く
、
彼
是
す
る
中
も
う
五
月
の
革

を
聞
く
様
に
な
つ
た
。

場
所
も
工
川
の
方
で
も
出
か
け
た
ら

と
か
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
か
つ
い
で

行
つ
た
ら
と
か
、
あ
ゝ
で
も
な
い
、
こ

う
で
も
な
い
と
色
々
考

へ
た
が
、
結
局

下
手
の
考

へ
体
む
に
似
た
り
で
、
お
馴

染
の

「
つ
か
さ
」
に
落
着
い
て
し
ま
つ

た
。
こ
ん
な
工
合
で
集
り
は
ど
う
か
と

心
配
し
て
ゐ
た
が
新
し
い
顔
鯛
れ
の
方

も
相
常
見
え
て
販
や
か
だ
っ
た
の
は
有

難
か
つ
た
。
唯
御
出
席
の
御
通
知
を
頂

い
た
長
老
高
頭
氏
が
お
見
え
に
な
ら
な

か
つ
た
の
は
、
餘
程
特
別
の
御
事
情
の

お
あ
り
の
事
と
思
は
れ
た
が
、
心
待
ち

に
し
て
ゐ
た
丈
け
に
淋
し
か
っ
た
。

含
場
に
は

「
高
山
深
谷
」
應
募
窮
員

七
百
餘
枚
の
中
か
ら
選
り
抜
い
た
二
十

数
葉
の
優
秀
作
品
が
飾
ら
れ
て
、
爽
涼

な
高
山
深
谷
氣
分
が
堂
に
満
つ
。

六
時
過
ぎ
開
含
の
鮮

か
ら
始
ま
つ

て
、
名
に
負
ふ

「
つ
か
さ
」
の
珍
味
佳

肴
と
芳
醇
な
酒
に
、
山
の
話
か
ら
世
相

の
話
ま
で
話
が
は
づ
ん
で
、
書
き
る
こ

と
を
知
ら
な
い
獣
談
数
刻
。
初
め
は
喧

し
い
と
思
つ
た
前

を
通

る
市
電
の
音

も
、
後
を
走
る
省
線
の
響
も

一
向
耳
に

入
ら
な
い
。
や
が
て
次
回
の
世
話
人
を

紳
谷
恭
、
土
屋
鎮
雄
雨
氏
に
お
願
ひ
し

て
、
分
る
ゝ
に
は
惜
し
い
初
夏
の
脊
を

散
會
し
た
の
が
九
時
。

（世
話
人
、
角
田
、
村
尾
）

二
月
役
員
絶
含
報
告

五
月
六
日

（
火
）
午
後
六
時
牛
　
於

虎
ノ
門
事
務
所

／出
席
者
　
木
暮
、
鳥
山
、
茨
木
、
西
堀

加
藤
、
藤
島
、
沼
井
、
額
闘
、
三
田

青
木
、
村
尾
、
早
川
、
中
司
、
横
山

塚
本
、
望
月

委
任
十
八
名

（議
長
　
木
暮
倉
長
）

一
、
定
款
細
則
作
成
の
件

イ
、
支
部
規
定

口
、
倉
員
線
倉
に
開
す
る
細
則

ハ
、
虎
務
規
程

右
諸
規
定
の
草
案
讀
會
。
何
れ
も
字

句
に
幾
分
修
正
を
要
す
る
も
の
あ
り

次
同
に
再
審
議
の
上
完
成
の
事
と
す

一
、
含
員
線
含
事
務
分
措
の
件

宙
日
の
議
事
指
常
者
左
の
通
り
決
定

議
長
　
木
暮
倉
長

本
含
の
現
状
報
告
　
木
暮
含
長

昭
和
十
五
年
度
牧
支
決
算
報
告

昭
和
十
六
年
度
豫
算
附
議鳥

山
理
事

本
年
度
新
事
業
計
蓋
　
塚
本
幹
事

一
、
登
山
年
譜
編
輯
委
員
其
他
委
嘱
の

件登
山
年
譜
編
斡
委
員
の
件
は
含
員
線

含
後
適
営
の
日
を
選
び
委
員
會
を
開

き
協
議
す
る
こ
と
。
委
員
會
の
構
成

は
木
暮
含
長
に
一
任
す
。

中
司
評
議
員
に
含
計
指
営
を
委
嘱
す

一
、
新
事
業
報
告
の
件

六
ル
末
の
講
演
倉
は
、
期
日
六
月
二

十
日
夜
、
場
所
軍
人
含
館
に
決
定
。

講
演
者
　
柳
田
國
男
氏
（
交
渉
中
）

木
暮
含
長

映
圭
旦
　
ン
ト
ロ
エ
ン
大
陸
横
断
旅
行

（含
員
袋

一
千
氏
を
介
し
交
渉
中
）

国
際
観
光
局
所
有
映
蓋

一
、
二
巷

（含
員
織
内
信
彦
氏
を
介
し
交
渉
中
）

一
、
山
岳
窮
員
展
覧
會

七
月
上
旬
頃
開
催
の
こ
と
ヽ
す
。

一
、
入
含
申
込
者
左
の
通
り
承
認
決
定

村
井
正
術
、
石
原
博
和
、
吉
井
檎
雄

竹
本
省
三
、
川
崎
隆
章
、
神
久
策
、

豊
田
種
英
、
内
山
均
、
服
部
輝
二

會
一澤
縄
會
及
講
演
會

昭
和
十
六
年
度
通
常
線
含
は
五
月
十

五
日
午
後
六
時
牛
よ
り
塚
本
幹
事
司
含

の
下
に
赤
坂
三
含
堂
に
て
次
の
久
第
に

よ
り
開
催
せ
り
。

議
長
　
木
暮
含
長

一
、
本
含
の
現
状
に
就
て
　
木
暮
理
事

本
會
創
立
以
木
本
年
は
三
十
七
年
目

に
営
る
事
。
本
含
に
は
含
長
を
置
か

ぬ
事
を
原
則
と
し
て
末
た
が
、
時
勢

の
愛
化
と
共
に
数
年
前
よ
り
含
長
を

置
く
に
到
つ
た
が
、
そ
れ
は
絶
封
に

戴
く
の
で
は
な
く
飽
迄
置
く
の
で
あ

る
事
を
力
説
。
現
在
の
含
の
財
産
は

約

一
萬
八
千
同
で
あ
る
事
。
含
員
敷

は
現
在
九
二
三
名
で
あ
り
、
昨
年
末

百
名
以
上
増
加
し
て
ゐ
る
事
。
退
含

死
亡
等
で
、
減
少
し
た
含
員
数
は
昨

年

一
月
以
来
二
〇
名
で
あ
る
事
。
固

書
室
へ
の
末
室
者
は
こ
の
三
四
の
二

ヶ
月
間
を
昨
年
度
同
期
と
比
較
す
る

と
約
三
倍
に
達
し
て
ゐ
る
事
。
含
費

納
入
状
況
も
稽
良
好
に
て
既
に
本
年

度
含
費
の
納
入
者
は
五
割
五
分
に
逹

し
て
ゐ
る
が
、
九
割
五
分
に
逹
し
居

る
程
度
で
な
け
れ
ば
成
績
良
し
と
言

ひ
難
い
事
等
々
登
展
し
つ
ヽ
あ
る
本

含
の
現
況
に
つ
い
て
熱
意
あ
る
説
明

あ
り
た
り
。

一
、
奮
日
本
山
岳
含
昭
和
十
六
年

一
二

月
牧
支
決
算
及
び
法
人
改
組
後
の
昭

和
十
五
年
度

（昭
和
十
六
年
二
月

一

ヶ
月
）
牧
支
決
算
報
告
　
鳥
山
理
事

右
は
満
場

一
致
に
て
可
決
。

一
、
昭
和
十
六
年
度
豫
算

（別
掲
）
附

議
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
山
理
事

右
の
豫
算
案
を
説
明

し
承
認
を
求

む
。
街
本
年
度
は
法
人
改
組
後
日
浅

く
新
事
業
も
途
次
計
蓋
さ
オし
居
る
を

以
て
そ
れ
に
従
つ
て
豫
算
は
幾
分
の

愛
更
を
要
す
る
や
も
知
れ
す
そ
の
都

度
役
員
含
は
善
虎
す
る
を
以
て
了
承

さ
れ
た
き
旨
要
請

右
は
満
場

一
致
可
決
。

一
、
新
事
業
計
圭ユ
　
　
　
塚
本
幹
事

右
に
就
て
五
月
競
含
報
登
表
同
様
の

事
業
計
蓋
に
つ
い
て
説
明
、
役
員

一

同
熱
意
を
以
て
完
途
を
期
し
居
る
旨

を
張
調
、
企
含
員
の
支
持

を
懇
請

す
。
　
以
上

線
含
出
席
者

開
根
吉
郎
、
山
崎
安
治
、
佐
野
和
男

塚
本
繁
松
、
藤
島
敏
男
、
望
月
逹
夫

木
暮
理
太
郎
、
木
村
鍍
古
、
棋
有
恒

藤
岡
鍵
疲
、
鳥
山
悌
成
、
洒
井
忠

一

織
内
信
彦
、
紳
谷
恭
、
沼
井
鐵
太
郎

早
川
義
郎
、
茨
木
猪
之
吉
、
野
口
末

延
、
松
野
節
夫
、
諸
岡

一
久
、
小
野

幸
、
吉
田
竹
志
、
藤
野
関
夫
、
石
原

博
和
、
大
田
敬
、
玉
木
六
郎
、
山石
崎

京
二
郎
、
杉
本
義
信
、
鈴
木
正
俊
、

田
邊
主
計
、
小
原
勝
郎
、
豊
田
種
英

内
山
均
、
學
習
院
山
岳
部
西
崎

一
郎

小
林
清
孝
、
櫻
井
信
雄
、
笠
原
茂
雄

丹
永
信
雄
、
伊
藤
久
行
、
法
政
大
學

山
岳
部
、
東
京
高
校
山
岳
部
、
東
京

慈
恵
含
醤
科
大
學
山
岳
部
、
青
山
學

院
山
岳
部
、
慶
應
義
塾
山
岳
部
、
府

立
高
校
山
岳
部
、
東
京
農
大
山
岳
部

委
任
出
席
八
八
七
名

外
に
講
演
含
出
席
者
含
員
外
三
十
名

講
　
演
　
含

含
員
線
倉
絡
了
後
今
各
の
早
大
山
岳

部
冠
帽
峰
遠
征
に
つ
き
左
記
の
講
演
が

あ
つ
た
。

冠
帽
峰
概

観
…
…
開
根
吉
郎

装
備
に
ら

い
て
…
…
山
崎
安
治

食
糧
に
つ
い
て
…
…
佐
野
和
男

開
根
氏
は
周
到
な
る
準
備
を
以
て
冠

帽
峰
の
地
理
的
概
親
並
び
に
積
雲
期
の

登
山
史
を
物
語
ら
れ
、
更
に
今
回
の
北

11
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武
蔵
山
岳
含
　
登
山
五
月
競

東
京
市
山
岳
部
　
部
報
五
月
競

開
東
山
岳
含
　
含
報
五
月
競

東
鐵
や
ま
を
と
こ
の
會
　
含
報
五
月

國
立
公
園
協
含
　
國
立
公
園
三
、
四
月

競雁

ハ
イ
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
　
雁
四
月
競

一畳
湾
山
岳
含
　
蔓
湾
山
岳
彙
報
五
月

一臓
岡
山
の
含
　
せ
ふ
り
二
月

登
山
と
ス
キ
ー
祗
　
登
山
と
ス
キ
ー
五

月日
本
旅
行
協
合
ロ
　
ツ
ー
リ
ス
ト
五
月

築
地
山
岳
倉
　
堆
石
三
谷
五
競

昭
和
山
岳
含
　
含
報
五
月

山
　
馨
　
含
　
三
角
貼
十
二
競

京
都
山
岳
倉
　
京
都
山
岳
五
・
六
月

東
京
野

蛭
會

　

の
び

る
創
刊
琥

安

田
山
岳
部
　
部
報

五
月

大

日
本
山
林
含

　
山
林

五
月

競

、「
，

０
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“
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①
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ヽ
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「
【
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０
」
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ｚ
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（
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【
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卜
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０
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一●
ｏ
①
【
　
ソ
由
”
×
　
Ｈ
Ｏ
心
【
・

あ

と

が

き

祀
国
法
人
改
組
以
来
含
務
も
非
常
に

多
忙
で
あ
り
、
従
つ
て
倉
報
も
中
々
記

事
多
く
、
月
牛
に
は
含
員
諸
氏
の
御
手

許
に
御
届
け
し
た
い
と
思
ひ
つ
ゝ
つ
い

つ
い
お
く
れ
て
を
り
ま
し
た
。
が
今
月

は
猛
烈
な
馬
力
を
か
け
て
幾
分
取
戻
し

ま
し
た
。
例
に
よ
つ
て
皆
様
の
、
殊
に

新
ら
し
い
會
員
諸
氏
の
御
寄
稿
を
期
待

い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
（望
月
記
）

昭
和
十
六
年
六
月
二
十
日
　
券夕　
　
行

頒
債
　
二
〇
錢

日

本

山

岳

會

内

獅
制
静

塚

本
繁

松

東
京
市
芝
Ｅ
琴
季
町
一
（
不
〓
屋
ビ
ル
）

嚢

行

所
　

訛
畑

日
本

山
岳
會

電
話
芝
（
四
三
）
一
六
四
九

振
替

東
京

四
八
二
九

東
京
市
芝
Ｅ
濱
松
町
一
丁
目
十
三
番
地

印
刷
者

植

田

庄

助

印
刷
所
　
成
文
堂
印
刷
所

昭和 16年度収支豫算

1,000。 00

5,700.00

1,400.00

1,050.00

100.00

100.00

1:50.00

2,373.00

10,473.00

金

費

入

　

却

部
　
　
　
　
印

賣

の
含
　
牧
書
彫

昴

入
　
　
　
　
　
固

印

入

含

雑

歳

6,792.00

2,000。 00

150.00

1,440.00

200.00

400.00

300.00

660。 00

250.00

1,392.00

3,681。 ()0

1,120.00

840.00

100.00

450。 00

321.00

850。 00

10,473.00

税

代

廣 告 料 利 子

其 他 ノ雑牧人

繰  、越  金

歳 入 合 計

歳 出 の 部

事  業  費

山 岳 印 刷 費

同 原 稿 謝 謹

會 報 印 刷 費

含 員 名 簿 費

集 含 講演含 費

研 究 調 査 費

山岳會報装途費

通  信  費

事 業 豫 備 費

事  務  費

西 支 部 費

出 合 計

給

料

費

費

費

口田

室

話

耗

体

借

電

清

雑

開

歳

キ
ス
リ
ン
グ
型
（Ｅ
式
）

ル
ッ
ク

サ

ッ
ク

★
品
質
優
秀
責
任
保
證
★
　
　
　
　
布
地
見
本
進
曇

特
　
大
　
三
尺
二
寸
　
　
二
七

ｏ
五
〇

大
　
型
　
一
一　
　
尺
　
　
二
五

・
三
〇

中
　
型
　
一
尺
八
寸
　
　
二
三

・
一
〇

小
　
型
　
一
尺
六
寸
五
　
二
Ｏ

ｏ
九
〇

回

ハ
イ
キ
ン
グ
用
肩
掛
バ
ッ
グ
　
一二
・
七
〇

日
問
田
製
シ
ュ
タ
イ
タ
ア
イ
ゼ
ン
在
庫
品
豊
富

（
公
定
債
格
九

・
五
０
）

日
テ
ル
モ
ス
各
種

・
ハ
イ
キ
ン
グ
用
品

東
京
市
紳
田
Ｅ
紳
保
町
三
ノ
一
（専
修
大
學
電
停
前
）

片

桐

テ

ン

ト

登

山

具

店

製 布 水 防 麻

振
替
口
座
東
京
九
一
一
八
四
番

電
話
九
段
（３３
）
三
二

一
〇

13



106

第
六
十
八
琥
夏
山
特
輯
完
成
・堂
々
Ａ
５
版
二
百
頁
の
大
冊

（
一
部
七
０
銀
途
九
銭

ｏ
年
極
一ハ
部
途
共
四
国
十
錢
）

利
根
の
山
川
（下
）
（
木
暮
理
太
郎
）
山
の
篤
員
（
永
田
一
脩
）
山
小
屋
雑
感

（加

藤
誠
手
）
火
を
焚
く
術

・
小
屋
を
作
る
術

（永
田
一
脩
）
加
奈
陀
新
山
岳
地
帯

航
空
記
録

（東
良
三
）
東
北
の
山

（安
齋
徹
）
丹
澤
水
無
川
遭
難
救
助
報
告

（
吉
岡
恒
夫
）
雌
阿
寒
岳

（河
田
槙
）
カ
ラ
コ
ル
ム
一
九
二
九
年

（
吉
澤

一
郎

講
）
近
畿
の
山

（
山
田
奈
良
雄
）
は
ひ
ま
つ
の
波

（
三
澤
鐵
太
郎
）
名
案
人
物

語

（
町
日
立
穂
）
高
山
植
物
随
想

（小
島
浩
）
越
中
五
ケ
山
の
熊
取
り

（
金
子

線
手
）
八
甲
田
に
新
ル
ー
ト
を
探
る

（長
谷
川
末
夫
）
美
ケ
原
と
三
城
牧
場

（渡
邊
仁
）
野
獣
奇
談

（井
深
勉
）
北
ア
ル
プ
ス
案
内
人
夫
の
み
の
座
談
會
（本

祀
司
倉
）
夏
山
と
夜
鳥
の
鳴
撃

（
中
村
幸
雄
）
尾
瀬
景
鶴
山
の
山
名

（山
崎
精

雄
）
夏
季
登
山
案
内
五
案

（編
輯
部
）
山
岳
惇
書
鳩
講
座
（
水
戸
高
校
山
岳
部
）

大
水
上
山
か
ら
中
ノ
嶽

●
駒
へ
（
中
村
諫
）
大
荒
川
谷
湖
行
記

（坂
本
朱
）
仙

ノ
倉
谷
の
奥

（
永
井
靖

ｏ
吉
成
集
男
）
南
含
津
朝
日
嶽
紀
行

（
川
崎
隆
章
）
利

根
源
流
の
谷
々

（
石
倉
豊
）
山
岳
映
蓋
の
頁

・
ヒ
ユ
ッ
テ
巡
り
・
ろ
ば
た
ｏ
新

刊
紹
介

・
山
岳
知
識

・
岳
人
往
木
●
日
本
山
岳
聯
盟
の
動
向

・
指
導
標

・
山
岳

辞
典
其
他
満
載

霧
転
鰤
紳
却
晰
日
本

の
山

々

規
格
Ｂ
５
版
・
線
ア
Ｌ
卜
刷
・
定
債
五
日

（
途
料
十
二
錢
）
本
邦
山
岳
映
蓋

の
世
界
的
権
威
を
誇
る
塚
本
閤
治
山
岳
窮
員
の
全
貌
途
に
完
成
、
精
銑
綱
目
篤

員
版
参
百
数
十
個
略
固
解
説
入
り
に
依
る
山
岳
界
空
前
の
豪
華
版

（巻
頭
窯
員

・
五
席
刷
原
色
版
）

岩
稜
に
喫
く
花
（北
鎌
尾
根
よ
り
笠
ケ
嶽
を
望
む
）

（春
）

①
中
央
ア
ル
プ
ス
空
木
岳
②
後
立
山
五
龍
岳

（
八
方
尾
根
・遠
見
尾
根
・

安
曇
野
）

（
夏
）

③
北
ア
ル
プ
ス
北
鎌
尾
根

（高
瀬
川
入
り
）
①
南
ア
ル
プ
ス
赤
石
、
荒

川
、
壼
見
０
秩
父
員
ノ
澤
か
ら
甲
武
信
岳
ヘ

（秋
）

⑥
南
含
津
田
代
山
⑦
北
ア
ル
プ
ス
俄
鬼
岳
③
丹
澤
水
無
川
湖
行
鍋
割
山

（
各
）

◎
草
津
か
ら
上
信
國
境
ス
キ
ー
ツ
ー
ア
⑩
八
甲
田
ス
キ
ｒ
行
①
氷
雲
の

殿
堂
雲
龍
漢
谷
の
湖
行

動罐
旱
」ハ鵬
尾

瀬
と

日
光

規
格
Ｂ
６
剣

・
塚
本
閣
治
装
慎
特
製
・
定
慣
式
同
参
拾
錢

（途
料
十
四
錢
）

本
書
は
岳
人
の
庭
國
立
公
園
尾
瀬
と
日
光
の
線
鎧
的
研
究
に
し
て
、
斯
界
の

第

一
人
者
を
一
堂
に
含
せ
し
め
た
る
絶
封
権
威
版
に
し
て
永
く
後
世
に
燦
然
の

光
茫
を
輝
す
も
の
で
あ
る
、
日
給
窮
員
廿

一
尉
、
挿
入
並
に
別
刷
同
版
十
数
粘

（概
論
）

奥
　
日
　
光
　
一砒
　
諭
　
　
岬
酔
一劃
鴨
螺
日曝

頬
　
川
　
崎
　
一睡
　
一軍

（地
形
）

日
光

・
尾
瀬

・
南
會
津
の
地
形

山
形
高
校
地
鍍
學
部
教
授
　
安
　
齋
　
　
徹

（地
質
）

奥

日

光

の

地

質
曝
京
帝
大

剃
震

研
究

晰
¨
　
大

　
塚
・

日
日
　
一爾

（植
物
）

尾

瀬

地

方

の
植

物
北
海
道
帝
大
農
學
部
助
教
授
　
営

農
　
　
學
　
　
博
　
　
士
　
官

（科
學
）

（惇
説
）

（考
證
）

（
土
俗
）

（文
學
）

（案
内
）

（
研
究
）

脇
　
　
操

達

成
　
之

田
　
団
　
男

暮

理

太

郎

子
　
線
　
手

野

長
　
英

島
　
市
　
耶

尾
　
瀬
　
の
　
科
　
學
　
　
沼
田
中
學
校
々
長

南
會
津
に
於
け
る
高
倉
宮
御
雷
蹟

日
本
山
岳
含
々
員

尾

瀬

の

昔

と

今
　
　
日
本
山
岳
含
々
長

尾
瀬
地
方
の
土
俗
難
記
　
　
　
南
會
津
研
究
家

尾
　
瀬
　
の
　
四
　
季
　
　
　
長
蔵
小
屋
主
人

尾
瀬

日
光
登
山
案
内
　
　
　
日
光
研
究
家

日
光
開
山
と
勝
道
上
人
其
他

日
本
山
岳
含
名
巻
含
員
　
ミ
　
ロ
　
ヽ
　
【ヨ

理

學

博

士

選

日

‘

Ｆ

矢 手 全 木 柳  安

東
京
市
芝
匡
田
村
町
六
ノ
四

電

話

（芝
）
五

四

三

番

振
替
（東
京
）
六
〇
二
四
九
番

山

と

漢

谷

耐

部
報
「＝
′
ユ
ツ
カ
′

一７
ッ
タ
こ
残
部

◇
４
競
（大
正
十
四
年
）

二
〇
六
頁
―
‐―
五
捨
錢

―
北
鎌
尾
根
―
針
の
木
―
穂
高
―
鯉

な
ど

◇
５
競
（昭
和
二
年
）

一
七
六
頁
・―
―
五
捨
錢

―
針
の
本
生
活
―
上
高
地
―
槍
―
仙

丈
岳
―
な
ど

◇
開
東
撃
生
登
山
聯
盟
報
告
第
二
琥

（
昭
和
六
年
〕
一
三
二
頁
―

五
拾
錢

―
穂
高
岳
の
研
究
―
谷
川
岳
の
研
究

―
な
ど

◇
７
競
（昭
和
九
年
）四

〇
五
頁
―
―
式
園

―
瀧
谷
―
紳
の
田
圃
―
そ
の
他

◇
８
競
の
１
及
２
（
昭
和
十
四
年
）

五
三
頁
―

五
拾
錢

―
部
内
報
―
岳
川
・明
紳
・
白
馬
生
活

―
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
―
な
ど

◇
９
競
（昭
和
十
五
年
）

八
〇
頁
―

‐萱
園
五
捨
錢

―
明
耐
岳
―
各
期
合
宿
―

ヒ
マ
ラ
ヤ

研
究
―
な
ど

残
部
数
は
各
々
ご
く
住
か
で
あ
り

ま
す
。

今
回
整
理
の
た
め
特
に
右
の
慣
で

お
頒
け
し
ま
す
。

途
料
は
冊
数
に
か
ヽ
は
ら
す

一
口

金
二
十
錢
頂
き
ま
す
。

途
金
は
郵
便
鶯
替
又
は
振
替
に
願

ひ
ま
す
。

東
京
市
淀
橋
匠

早
稲
田
大
學
健
育
會
山
岳
部

（振
替
東
京
七
四
一
四
六
番
）
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